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はしがき

人口の減少と高齢化が進むなか、わが国では生産性の向上が大きな課題になっている。生
産性を向上させるには、コストダウンや効率のアップを図るだけでは不十分であり、付加価
値を高めることが必要だ。特に製造業では、中国や韓国、台湾をはじめとするアジアの企業
の台頭で価格面では太刀打ちできなくなっており、より差別化された付加価値の高い製品を
つくることが求められている。
製品の付加価値を高めるために重要なのが「デザイン」である。デザインというと、これ

までは、見た目を整えたり、外観を飾ったりすることだととらえられがちだったが、現在の
デザインは違う。ユーザーや消費者から信頼を獲得し、製品や企業のブランドを構築するた
めに欠かせないものであり、経営と一体となった取り組みである。デザインが成功すれば、
価格競争から抜け出すこともできる。掃除機のダイソンやスマートフォンのアップルは、そ
の典型だ。
もちろん、デザインは世界的な企業や大企業だけのものではない。中小企業でも取り組む

ことができるし、むしろ価格競争で消耗しがちな中小企業にこそデザインは必要である。た
だ、デザインの知識や経験がない企業にとっては、どこから手をつければよいかわからない
ことも少なくない。そこで、本レポートではデザインに取り組んで成果をあげている中小企
業の事例をもとに、どうすれば経営にデザインを取り入れることができるかを探る。第1章
では、既存の資料をもとに、デザインとは何か、経営にとってどのような意義があるか、一
般的にはどのように取り組むことがよいとされているのかを整理する。第2章では、実際に
デザインに取り組んでいる中小企業4社の事例を紹介する。第3章では、事例を踏まえたう
えで、中小企業がデザインに取り組む際のポイントを示したい。

本レポートをまとめるに当たり、中央大学商学部・本庄裕司教授にご指導いただいた。ま
た、事例企業の方々には、貴重な時間を割いて調査にご協力いただいた。ここに記して感謝
したい。
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ୈ�ষɹதখٻʹۀاΊΒΕΔʮσβΠϯʯͷࢿ

�ɹσβΠϯはڝ૪ྗͷݯઘ

ຊͷڝ૪ྗ͕Լͯ͠いるɻྫ͑ɺεイε
ͷࡍࠃ経営։ൃڀݚॴ（*.%）͕ ຖ࡞ͯ͠い
るʮੈքڝ૪ྗؑʯにΑるͱɺຊͷ૯߹ॱ位
ɺ1��0に1位であͬͨͷ͕ɺ2021に
31位にまでམͪͯいるɻ౦ΞδΞͷࠃɾҬでɺ
7位ͷ߳ߓɺ8位ͷɺ16位ͷதࠃɺ23位ͷؖ
Αりいॱ位であるɻࠃ
*.%にΑるڝ૪ྗͷߏཁҼにɺʮ経ࡁঢ়گʯ

ʮޮੑʯʮϏδωεޮੑʯʮインϑϥʯͷ
ある͕ɺͦͷな͔でʮϏδωεޮੑʯ͕࢛ͭ
͕48位ͱಛにམͪࠐΈ͕େ͖いɻ
͜ΕまでɺຊۀاͷɺԤถઌਐࠃͷ
にൺͯɺ҆Ձでありな͕Βߴいੑͱ࣭
Λ࣮͠ݱɺओにϚεϚʔέοτでڝࡍࠃ૪ྗΛൃ
ɻʮϝʔυɾインɾδϟύンʯ৴པͷ͖ͨͯ͠ش
ূ͠でありɺຊͷࣗಈंςϨϏੈքࢢ
でେ͖なγΣΞΛΊͨɻ
͔͠͠ɺؖࠃɺதࠃなͲɺ৽ڵॾࠃͷ
͕಄͢るな͔でɺຊͷڝ૪ྗԼ͠
ͯいるɻಛにίϞデΟςΟԽ͕ਐΜͩՈిిࢠ
でɺՁ֨໘ͪΖΜɺٕज़໘でຊثػ
ͷ༏位ੑࣦΘΕͭͭあるɻҰํɺՁ֨ߴい
͕࣭ߴいϋイΤンυなɺҰ෦Λআ͖ɺ
ԤถઌਐࠃにਫΛあ͚ΒΕͯいるɻ
ͦΕでޙࠓɺຊ͕ڝࡍࠃ૪ྗΛ上ͤ͞る
にͲ͏͢ΕΑいͷͩΖ͏͔ɻ%9（%JHJUBM�

5SBOTGPSNBUJPO）άϩʔόϧԽͷଅਐなͲͷํ๏
ఠ͞Εͯいる͕ɺ༗ྗなॲํᝦͷҰ͕ͭデザࢦ͕
インͷॏࢹであるɻ࣮ࡍɺデザインͷا͕ࢿ
ͷにͭな͕るͱͷデʔλ͕い͔ͭ͘あるɻۀ
ྫ͑ɺӳࠃͷデザインٞڠձ（%FTJHO�$PVODJM）
にΑるͱɺಉٞڠձͷࢧԉΛड͚ͯデザインに
1ϙンυに͖ͭചり上͕͛ࢿでɺۀاͨ͠ࢿ
20ϙンυɺརӹ͕4ϙンυɺ༌ग़͕5ϙンυɺͦ
ΕͧΕ૿Ճͨ͠ͱい͏1ɻまͨɺถࠃͷデザインϚ
ωδϝンτڠձ（%FTJHO�.BOBHFNFOU�*OTUJUVUF）
2005͔Β2015までͷגՁࢦ4�1500ͷ
ฑΛௐɺ4�1500ͷ͏ͪɺΞοϓϧφイΩなͲ
デザインΛॏ͢ࢹる16ࣾۀاͷגՁɺ4�1500
શମͷגՁにൺͯ211％͘ߴなͬͨͱ͢る2ɻ
ຊでɺެӹஂࡒ๏ਓຊデザインৼڵձ͕
άουデザインにԠืͨ͜͠ͱ͕あるۀاΛର
ͱ࣮ͯͨ͠͠ࢪʮۀا経営ͷデザイン׆༻度
ௐࠪ3ʯにΑΕɺデザイン経営に積極的な΄Ͳա
5ؒでചり上͕͛ͯ͠いる（ਤʵ1）ɻڈ
͜ͷΑ͏にデザインۀاͷڝ૪ྗΛڧԽ͠ɺ

ͤ͞るͷである͕ɺ経ۀ࢈ࡁলɾಛڐிͷhʮデ
ザイン経営ʯએݴ （ɦ2018）ɺʮຊͷ経営ऀ
͕デザインに積極的にऔりΜでいるͱݴい
いʯͱࢦఠ͢るɻ
ྫ͑ɺಛڐிͷʮεςʔλεϨϙʔτʯ（֤）
にΑるͱຊͷۀاݸਓなͲࠃਓにΑるҙঊ
ొग़݅ئɺݮগにありɺ20142ສ
4868݅であͬͨͷ͕ɺ2020に2ສ2412݅
ͱ1ׂݮগͨ͠（ਤʵ2）ɻҰํɺ֎ࠃͷۀا

1�ʮ%FTJHO�EFMJWFST� GPS�CVTJOFTT（2012�݄）ʯにΑる（IUUQT:��XXX�EFTJHODPVODJM�PSH�VL�TJUFT�EFGBVMU�GJMFT�BTTFU�EPDVNFOU�
%FTJHO%FMJWFST�20GPS�20#VTJOFTT�20CSJFpOH�QEG）

2� デザインϚωδϝンτڠձͷΣϒαイτ（IUUQT:��XXX�ENJ�PSH�QBHF�2015%7*BOE058）
3� ௐࠪର3�44ࣾで51�͔ࣾΒճΛಘͨɻ
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ɺ2015に݅ئਓにΑるग़ࠃ֎ਓなͲݸ
ຊでࡍࠃҙঊొ੍度͕։ͨ࢝͜͠ͱあͬͯɺ
2014に4870݅ͩͬͨͷ͕ɺ2020に
�340݅ͱ΄΅ഒ૿ͯ͠いるɻ
ಉ͘͡ಛڐிͷௐでɺւ֎ͷҙঊొग़݅ئ
ΛΈるͱɺຊで֎ࠃਓにΑるग़ئΛؚΊͯ
ԣいであるͷにର͠ɺ૿ Ճͯ͠いる͕ࠃଟいɻ
ಛにதࠃで2014ͷ56ສ͔݅Βɺ201�に
71ສ݅ͱͯ͠૿ٸいるɻな͓ɺຊでͷग़݅ئ
ΛࠃผでΈるͱɺຊͷ࣍にଟいͷถࠃͷ2350
݅でɺͦͷ࣍தࠃͷ2182݅であるɻ
まͨɺデザイφʔにಛԽͨ͠Ϛονンάαイτ
Λӡ営͢る᷂ϏϏϏοτ͕2018ͷ10݄͔Β11
݄に͔͚࣮ͯͨ͠ࢪインλʔωοτௐࠪ4にΑる
ͱʮデザイン経営ʯʮデザインߟࢥʯͱい͏ݴ
༿Λͬͯいるۀاͷׂ߹52�8％であ͕ͬͨɺ
ͦͷ͏࣮ͪࡍにʮデザインߟࢥʯΛऔりೖΕͯい
るͱ͢るۀاͷׂ߹14��％にͱͲまͬͨɻ
͜ͷΑ͏にɺ経営ऀ͕デザインΛ༗ޮな経営ख
ஈͱͯ͠ೝࣝͯ͠いない͜ͱ͕ɺάϩʔόϧڝ૪
でͷऑΈͱなͬͯいるͱલग़ͷhʮデザイン経ڥ
営ʯએݴʱࢦఠͯ͠いる（Q�1）ɻ

�ɹσβΠϯͷޮՌ

なͥɺデザインに͢ࢿるۀاͷڝ૪ྗ͕上
͢るͷͩΖ͏͔ɻͦͷޮՌͲ͜にɺͲͷΑ͏に
දΕるͷであΖ͏͔ɻhʮデザイン経営ʯએݴʱに
ΑるͱɺデザインϒϥンυͷߏஙΛॿ͚ɺまͨ
イϊϕʔγϣンΛ࣮͢ݱるྗになるɻ͜ΕΒೋͭ
ͷޮՌΛ௨ͯ͡ɺۀاͷڝ૪ྗ͕上͢るͷͩͱ
い͏ɻ
ʮhデザイン経営ʯએݴ ɦɺϒϥンυΛߏங͢る
ͱɺ΄͔ͷۀاͷでସで͖ないɺ͜ͷ
ͷなΒؒҧいないͱɺফඅऀϢʔザʔۀا
にࢥΘͤる͜ͱͩͱい͏ɻϒϥンυͷߏஙにޭ
͢Εɺ٬ސΛ҆ఆͯ֬͠อで͖ɺڝ૪にউͪ
るՄੑେ͖͘なるɻまͨɺイϊϕʔγϣンɺ
ʮٕज़ֵ৽ʯͱ༁͞Εる͜ͱ͕ଟい͕ɺຊདྷɺ
৽͘͠։ൃٕͨ͠ज़Λ࣮༻Խࣾ͠ձにීͤ͞ٴる
͜ͱͩͱい͏ɻイϊϕʔγϣンΛ࣮ۀاͨ͠ݱɺ
ଟ͘ͷചり上͛Λಘる͜ͱになるɻ
ϒϥンυͩイϊϕʔγϣンͩͱいΘΕͯࣗ
にؔないͱい͏தখۀاগな͘ないͩΖ

4� ϓϨεϦϦʔεࢿྉにΑる（IUUQT:��WJWJWJU�DP�KQ�XPSEQSFTT�XQ�DPOUFOU�VQMPBET�2018�11�2018�11�15@ใಓ༻13�QEG）

図－2　意匠登録出願件数の推移
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図－1　デザイン経営の取り組み状況と
過去5年の平均売上高増加率の関係

ྉɿ�ެࢿ ӹஂࡒ๏ਓຊデザインৼڵձʮۀا経営ͷデザ
イン׆༻度ௐࠪʯ（2020）
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͏ɻ͕ͩɺデザインଟ͘ͷதখ๊͕͑ۀاるɺ
Αりۙなͷղܾにཱͭɻ
ʮhデザイン経営ʯએݴʱΛड͚ͯ࡞͞Εͨಛ

͕ிͷʮΈΜなͷデザイン経営ʯɺʮൢ࿏͕ڐ
Βないʯʮ৽͕ͭ͘ۀࣄنΕないʯʮ༏लなਓ͕ࡐ
ΕないʯͱいͬͨΛղܾ͢るखஈͱͯ͠デ࠾
ザインཱ͕ͭͱͯ͠いるɻਓޱͷݮগͱྸߴԽ
͕ਐΉຊでɺଟ͘ͷࢢ͕ख़あるいॖখ
͓ͯ͠りɺ৽ࢢͷ։৽٬ސنͷ֫ಘɺਓࡐ
ͷ֬อɺଟ͘ͷதখۀاにͱ࣮ͬͯな՝ͱ
なͬͯいるɻ͜͏ͨ͠՝ͷΫϦΞに͢ݙߩる͜
ͱでɺデザインۀاͷڝ૪ྗΛڧԽ͢るɻ

�ɹͦͦσβΠϯͱはԿ͔

͜͜までデザインͷҙຯΛఆٛ͠な͔͕ͬͨɺ
ͦͦデザインͱԿであΖ͏͔ɻデザインͱ
い͏ݴ༿でɺઃܭਤҊɺϑΝογϣンΛ͢ى
るਓଟいͩΖ͏͕ɺࠓでΩϟϦΞデザイン
αʔϏεデザインなͲɺ෯͘ɺ͞ま͟まなҙ
ຯでΘΕͯいるɻ
άουデザインΛओ͢࠵るެӹஂࡒ๏ਓ
ຊデザインৼڵձɺデザインΛʮৗにਓΛத৺
に͑ߟɺ的Λݟいͩ͠ɺͦͷ的Λୡ͢るܭ
ըΛߦい࣮ݱԽ͢るҰ࿈ͷϓϩηε5ʯͱఆٛ͢るɻ
ͭまりɺデザインͱɺ単にݟӫ͑Λྑͨ͘͠りɺ
Λ০ͬͨり͢る͜ͱでな͘ɺ৽͠いϥイϑ
ελイϧΛఏҊͯ͠ফඅऀΛ๛͔にͨ͠りɺϢʔ
ザʔ๊͕͑るΛղܾͨ͠り͢る͜ͱΛ的ͱ
ͷͮ͘りϓϩδΣΫτશମであるͱ͏ߦͯ͠
ͯ͠いるɻ
ຊͷͷͮ͘りɺ͠͠ੈքྔܰ࠷ੈ
ք࠷ͱいͬͨੑػͷ上ɺあるいՁ
֨ԽΛ的ͱͯ͠ߦΘΕ͖ͯͨɻ͜͏ͨ͠ͷͮ
͘りでԸܙΛड͚るফඅऀϢʔザʔ͕ଘ͢ࡏる

͜ͱؒҧいないɻ࣮ࣄɺຊͷଟ͘ͷࢢ
でޭ͖ͯͨ͠ɻ͕ͩɺؖࠃதࠃなͲͷい
上͛でɺੑՁ֨Λ的ͱ͢るͷͮ͘り͚ͩ
で௨༻͠な͘なͬͯいるɻに͔͔ΘΒͣɺ経
営ํΛな͔な͔ม͑ΒΕない͜ͱ͕ڝࡍࠃ૪ྗ
ͷԼͷҰҼͱなͬͯいるͱ͑ߟΒΕるɻ
な͓ɺެӹஂࡒ๏ਓຊデザインৼڵձͷఆٛ
にै͏ͱͯ͠ɺデザインにϑΝογϣンデザ
インάϥϑΟοΫデザインɺΣϒデザインɺ
インμετϦΞϧデザインなͲ͞ま͟まな͕
あるɻάουデザインͷडۀاɺͩۀ
͚でな͘ɺιϑτΤΞۀαʔϏεۀに
͕͓ͬͯりɺまͨでな͘ɺϏδωεͦͷ
ͷ͕डͨ͜͠ͱあるɻͩ ͕ɺຊϨϙʔτでɺ
ͦ͜までൣғΛͣ͛ɺओにͷͮ͘りに͓͚る
デザインにͭいͯऔり上͛るɻ

�ɹͲ͏σβΠϯʹऔΓΉ͔

でɺͲ͏͢ΕਓΛݟਾ͑ͨデザインΛ͏ߦ
͜ͱ͕で͖るͷͩΖ͏͔ɻ
ʮhデザイン経営ʯએݴʱɺ۩ମ的なऔりΈ
ͱͯ͠7ͭΛ͛ڍる（ਤʵ3）ɻ͜ ͷ͏ͪɺʮᶃデザ
インऀͷ経営νʔϜͷࢀըʯͱʮᶄۀࣄઓ
ུɾɾαʔϏε։ൃͷ࠷上ྲྀ͔Βデザイン͕
ըʯͷೋͭඞਢͩͱい͏ɻデザインΛҰͭͷࢀ
෦ॺҰ୲ऀにͤるͷでな͘ɺ経営ਞ͕
デザインにࢀՃ͠な͚ΕなΒないɻ
ʮᶅデザイン経営ͷਪਐ৫ͷઃஔʯͱデザ
イン෦Λۀاͷॏཁな位ஔにஔ͖ɺ׆ಈΛࣾ
ԣஅ的にΊる͜ͱであるɻʮᶆデザインख๏に
Αる٬ސͷજࡏχʔζͷൃݟʯɺલྫઌೖ؍
ΛࣺͯɺফඅऀϢʔザʔΛͬ͡ͱ͠؍ɺࣗࣾ
͕ղܾで͖る٬ސͷͨΊになるͷΞイ
デΞΛ୳͠ग़͢ͷであるɻ

5� ެӹஂࡒ๏ਓຊデザインৼڵձͷΣϒαイτ（IUUQT:��XXX�KJEQ�PS�KQ�KB�BCPVU�pSTUUJNF�XIBUTEFTJHO）
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ʮᶇΞδϟイϧܕ։ൃϓϩηεͷ࣮ࢪʯ࠷ॳ
͔Β100満ͷΛ͢ࢦͷでな͘ɺᶆで
Έ͚ͭͨΞイデΞにͮجいͯɺ͘͢͠࡞ࢼɺ
に͚ۙͮる͜ͱΛい͏ɻりฦͯ͠܁Λޡࡨߦࢼ
Ξδϟイϧܕ։ൃɺιϑτΤΞ։ൃでΘΕ
ͯいるݴ༿͕ͩɺ3̙ϓϦンλʔΛ͑ͷͮ͘
りでՄにな͖ͬͯͯいるɻ
ʮᶈ࠾༻͓ΑͼਓࡐͷҭʯจࣈͲ͓りͷҙ
ຯであるɻʮᶉデザインͷ݁Ռࢦඪɾϓϩηεࢦඪ
ͷઃܭΛʯจࣈͲ͓りͷҙຯである͕ɺҰ
ํでデザインͷޮՌΛՄࢹԽ͢る͜ͱ͠いͱ
ͯ͠いるɻ
͜ΕΒͷ7ͭͷऔりΈͷな͔にɺᶃᶄͷ
Α͏に経営ऀ͕ࣗデザインͷऀになΕɺ
தখۀاで࣮ߦで͖るであΖ͏ͷあΕɺ
ᶆͷΑ͏に͢でにଟ͘ͷதখ࣮͕ۀاફͯ͠いる
ͷあるɻ͕ͩɺᶈͷΑ͏にɺதখۀاにඞ
ͣ͠༰қでないͷあるɻ7ͭͷऔりΈ
ɺେۀاΛ೦಄にஔいͨͷͩͱい͑るɻ
ҰํɺதখۀاΛରにɺり経ۀ࢈ࡁলɾ
ಛڐி͕࡞͠ ʮͨΈΜなͷデザイン経営ʯでɺ

ΒΕ͓ͯりɺͦΕͧΕ͕ま͛ڍͷεςοϓ͕ͭࡾ
ͷཁૉに͚ΒΕͯいる（ਤʵ4）ɻまͣɺͭࡾͨ
Θ͕ࣾͲΜなձࣾなͷ͔ɺԿΛ͢るձࣾなͷ͔
ͱいͬͨ͜ͱΛ໌֬に͠ɺʮձࣾͷਓ֨ܗʯΛߦ
͏ɻ࣍にɺデザインॏࢹͷऔりΈΛશࣾに͛ɺ
ʮۀاจԽͷৢʯΛ࣮͢ݱるɻޙ࠷に৽ͨなʮՁ
ͷʯΛ͏ߦɻ
ͨͩ͠ɺʮΈΜなͷデザイン経営ʯɺऔりΈ
ํにਖ਼͠いεςοϓない͠ɺηΦϦʔにैͬͨ
ͱͯ͠ಉ͡ޮՌΛಘΒΕるͱݶΒないͱい
͏ɻまͨɺ�ͭͷཁૉͷな͔にɺʮ৺Λ͔ͭΉϞ
ϊɾαʔϏεΛͭ͘るʯʮࣾ֎ͷؒΛ͖ר
ΉʯͷΑ͏にɺͦͷ۩ମ的なํ๏͕ͦ͜りͨࠐ
い͜ͱあるɻ݁ہɺデザインͱԿ͔Λཧղ͠
ͨ͏͑でɺݸʑͷதখ͕ͦۀاΕͧΕに͑ߟɺ
ͯ͠い͔͘͠ない͜ͱになるɻ
اষでɺάουデザインΛडͨ͠தখ࣍
ݴΛ4ࣾऔり上͛ɺhʮデザイン経営ʯએۀ ɦʮΈ
Μなͷデザイン経営ʯΛ౿ま͑ͨ͏͑でɺ経営に
デザインΛऔりೖΕͯい͘ํ๏ΛɺΑり۩ମ的に
Έͯい͘͜ͱに͢るɻ

図－4　9つのアプローチ

ग़ॴɿಛڐிʮΈΜなͷデザイン経営ʯ

ձࣾͷ
ਓ֨ܗ

Ձͷ


จԽͷۀا
ৢ

.*44*0/
ҙࢤͱ
Λͭ࣋

*%&/5*5:
ΈΛڧ࢙ྺ
୨Է͢͠る 7*4*0/

未དྷΛ
ໝ͢る

&9&$65*0/
৺Λ͔ͭΉϞϊɾ
αʔϏεΛͭ͘る

#&)"7*03
ࣾһͷߦಈ
ม༰Λଅ͢

*/4*()5
ਓΛ؍ɾ
ಎ͢る

13050�
5:1*/(
ͱࣦഊΛݧ࣮
りฦ͢܁ 4503:�

5&--*/(
ັྗあるޠΛ
ൃ৴͢る

$0--"#0�
3"5*0/
ࣾ֎ͷؒΛ
Ήࠐ͖ר

図－3　7つの取り組み

ிڐলɾಛۀ࢈ࡁྉɿ経ࢿ ʮhデザイン経営ʯએݴʱ

ᶃデザインऀͷ経営νʔϜͷࢀը

ᶄۀࣄ�ઓུɾɾαʔϏε։ൃͷ࠷上ྲྀ͔Βデザ
イン͕ࢀը

ᶅデザイン経営ͷਪਐ৫ͷઃஔ

ᶆデザインख๏にΑる٬ސͷજࡏχʔζͷൃݟ

ᶇΞδϟイϧܕ։ൃϓϩηεͷ࣮ࢪ

ᶈ࠾༻͓Αͼਓࡐͷҭ

ᶉデザインͷ݁ՌࢦඪɾϓϩηεࢦඪͷઃܭΛ

4	 	 日本公庫総研レポート No.2021-3
	 	 2021年11月



第2章　中小企業の取り組み事例

1　ヒアリング要領

第2章では、デザイン経営に取り組んでいる中
小企業を4社紹介する。ヒアリングは、2021年1
月から3月にかけて実施した。

インタビュー先は、グッドデザイン賞を受賞し
た企業のなかから、デザインがあまり重視されて
いないと思われる分野でデザインを重視した製品
を生産している企業を4社取り上げた。新たにデ
ザインを経営に取り入れる際の問題や解決策を知
るために、4社のうち3社は、比較的最近になっ
てデザインに力を入れ始めた企業とした。また、
デザインを経営に取り入れるということは、デザ
インへの取り組みを一過性のものに終わらせず、
企業文化として定着させるということなので、40
年近くデザインに注力し続けている企業も1社取
り上げた。

なお、グッドデザイン賞は、1957年に通商産業
省が創設した「グッドデザイン商品選定制度」を、
1998年に日本産業デザイン振興会が承継したも
のである。日本で唯一の総合的なデザインの評価・
推奨制度で、海外からも応募がある。グッドデザ
イン賞の受賞者のなかから、グッドデザイン・ベ
スト100が決まる。2020年度は4,769件の応募が
あり、1,395件（974社）が受賞した。

2　事例企業の概要

1社目は、東京都江東区の花岡車輌㈱である。
日本で初めて手押し台車の規格化を行った、業界
の草分け的存在で実績もあるが、価格競争に陥り

がちであるため、デザインに注力してブランドの
再構築に努めている。物流現場の負担の軽減や騒
音の解消を目的として開発した、ハンドル折り畳
み台車「DANDY X」は、2019年にグッドデザイン
賞を受賞している。

2社目は、兵庫県淡路市の㈱薫
くん

寿
じゅ

堂である。創
業128年の歴史を誇る線香メーカーであるが、家
庭での仏事が減り、線香の需要が減少するなか、
新市場の開拓が急務となっていた。そこで、社外
デザイナーの力も借りて、和紙でできた葉っぱの
お香「HA KO」を開発し、新たな顧客を開拓して
いる。HA KOも2019年にグッドデザイン賞を受
賞した。

3社目は、大阪府大阪市の㈱アシストである。
階段用滑り止め（ノンスリップ）や床材の押さえ
金物を全国に展開するメーカーであり、業界内に
確かな地位を築いている。ただ、成長の余地は大
きくなく、創業50周年を機に新市場の開拓を目
指した。デザインの勉強を一から始め、外部デザ
イナーの協力を得て開発したノンスリップは、
2020年にグッドデザイン・ベスト100に選ばれた。
一般に、階段の滑り止めはデザインを台無しにし
てしまうと建築家には嫌われがちだが、この製品
は建築家からも好評だ。

4社目は、新潟県三条市の㈱兼
か ね こ

古製作所である。
ドライバー、ビットなど締め付け工具を製造し、
業界を代表する企業である。「使いやすいものは美
しい」という理念と、作業現場の問題解決を目指
す取り組みから生まれる独自のデザインで、1984
年から2021年まで、38年連続でグッドデザイン
賞を受賞している。デザインを経営に定着させた
好例である。
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台車業界の草分け

花岡車輌㈱は、1933年に花岡徹社長の祖父であ
る花岡種次郎さんが花岡商店を創業し、農機具や
資材を運搬する台車である農業用トレーラーの販
売を開始したことに始まる。1955年には自社で企
画した農業用トレーラーを製造するようになり、
メーカーとなった。この製品は人気を集めたが、
2代目の花岡宏さんは、今後伸びそうな市場とし
て、産業用と空港用の物流機器に目をつけた。

産業用の物流機器では、1965年から「ダンディ」
と名付けた手押し台車の製造を開始する。当時、
台車には統一された規格がなかったので、注文ご
とに異なる形状や大きさのものをつくっていた。
これでは効率が悪いと考えた宏さんは、台車の規
格を自社で定め、量産を可能にした。その後に定
められた台車のJIS規格は、ダンディの規格が基
になっているという。

空港用物流機器の生産は1967年に本格化した。
航空貨物用コンテナを運搬する台車であるコンテ
ナドーリーが、米国の大手航空会社に採用された
のである。これを機に国内外の多くの航空会社に
採用されるようになり、事業は急成長を遂げた。
現在、日本の空港で使われているドーリーや旅客
用手荷物カートの大半は、同社の製品である。

同社は、産業用と空港用の二つの物流機器を柱
として成長してきたが、1995年には、培ってき
た技術を生かして、段差解消用のリフトを開発し、
福祉介護機器の市場にも参入している。

ユニバーサルデザインの導入

台車の市場は、いまや多くのメーカーがしのぎ
を削るレッドオーシャンである。同社の主戦場で
ある搭載量150～300キログラムの製品に限って
も、大企業を含む3社と競っている。

当然、台車には差別化が必要になるが、台車に
求められるのは実用性と価格の安さである。外見
を飾ったところで意味はない。そこで、同社は使
いやすさを追求することにした。物流の現場では
作業者の負担軽減が求められていた。また、宅配
の普及によって、台車はマンションやオフィスで
も使われるようになったが、操作を誤って壁に傷
をつけることもあった。操作性を向上することで
こうした問題を解決しようしたのである。

最初に取り組んだのはユニバーサルデザイン
で、3代目の花岡徹社長の下、2003年から製品開
発に着手する。翌2004年には、著名な工業デザイ
ナーと契約し、「プレミアムダンディ70」を発売
する。この製品の特長は、「UDハンドル」と名付
けたハンドルにある。

UDハンドルは、人間工学を取り入れて考案し
たもので、力の弱い女性や高齢者でも取り扱いや
すいデザインになっている。従来、横方向に一直
線だった棒状のハンドルに、中央部分がやや山型
になるよう、大型自動車のハンドルと同じ径を用
いた曲線を取り入れた。ハンドルの幅は台車より
も少し長くした。テコの原理で、台車を旋回する
ときに力が伝わりやすくなり、力の弱い女性でも

事例1　花岡車輌㈱
 デザイン強化でリブランディング
 双方向の情報発信で社内の意識を統一

代 表 者 花岡　徹（はなおか とおる） 事業内容 産業用物流機器の製造・販売
創 業 年 1933年 所 在 地 東京都江東区
資 本 金 9,500万円 Ｕ Ｒ Ｌ https://www.hanaoka-corp.co.jp
従業者数 70人
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ंΛָにճͤるΑ͏になͬͨɻ։ൃ࣌にɺૢ
खͷͲͷ෦͔ΒྗΛՃ͑るͷ͔Λௐる͕ऀ࡞
ͨΊɺखにനคΛ͚ͭͯͷ࣮ݧ࡞ࢼΛ܁りฦ͠
ͯɺ࠷దなܗঢ়Λݟいͩͨ͠ɻ

ͷࠩผԽ͔ΒϦϒϥϯσΟϯά

ϢχόʔαϧデザインͷಋೖɺҰԠͷՌΛ
あ͛ͨɻ6%ϋンυϧɺ2011以߱ɺμンデΟ
γϦʔζにඪ४උ͠ɺۭߓでΘΕるΧʔτに
࠾༻ͯ͠いるɻ͕ͩɺಉࣾͷデザインઓུΛҾ
ըࣨاいͩɺՖԬࣾͷஉでऔకൢചܧ͖
ͷՖԬխ͞ΜɺΛࠩผԽ͢る͚ͩでな͘ɺ
ϒϥンυイϝʔδΛཱ֬͠ɺ٬ސにʮंͱい͑
μンデΟɺՖԬंʯͱͯͬࢥΒ͏͜ͱ͕ඞ
ཁͩͱͨ͑ߟɻ
խ͞Μɺඒज़େֶɾେֶӃでɺϓϩμΫτデ
ザインΛֶΜͩɻऀܧޙでありな͕Βɺ経営ֶ
ͷである͕ɺपғͷͨ͠߈でな͘ඒज़Λઐֶ
ରな͘ɺΉ͠Ζޙԡͯ͠͠Β͑ͨͱい͏ɻ
େֶでɺデザインΛ௨ͯ͠ۀاͷϒϥンデΟンά
ΛਐΊる経営ઓུͷॏཁੑに͖ͮؾɺデザイン
ͷϛογϣンϏδϣンΛ༗ޮに͑るͨΊۀا
ͷπʔϧであるͱ͑ߟるΑ͏になͬͨɻେֶӃで
ॻいͨจͷςʔϚɺデザインΛ׆༻ͯ͠ಉࣾ
ͷϒϥンデΟンάΛ͜͏ߦͱͩͬͨɻ
େֶӃΛमྃޙɺխ͞ΜインςϦΞデザイン
ͷձࣾでۈ͠ɺ2010にՖԬं᷂にೖࣾ͢るɻ
デザインͷॏཁੑΛֶΜ͔ͩΒΈるͱɺಉࣾに
にɺϒϥンυՁ͕あるͱ͑ࢥな͔ͬ
ͨɻ͔ͤͬ͘։ൃͨ͠6%ϋンυϧ͖ͷ
Χλϩάにͯ͠ࡌܝいないঢ়ଶͩͬͨɻ
խ͞Μϒϥンυͷߏ࠶ங͕ඞཁͩͱ͑ߟɺࣾ
にデザインઓུͷಋೖΛૌ͑ͨɻઆ໌にͨͬ
ͯɺେֶେֶӃでֶΜͩ͜ͱ͚ͩでな͘ɺ
にฉࡍいる͔Λ࣮ͯ͑ݟ٬にಉ͕ࣾͲͷΑ͏にސ
͖ɺデʔλにͯࣔͨ͠͠ɻͦͷ݁Ռɺࣾཧղ
ͯ͘͠Εͨͷ͕ͩɺ͕あͬͨɻ։ൃ༻で

デザインに༧ࢉΛ͕ͨ͑ɺͦΕ以֎でデザ
インに͏༧ࢉな͔ͬͨɻͦ͜でɺխ͞Μま
ͷௐࡐࢿͷޮԽΛਪ͠ਐΊͨɻྫ͑ɺۀͣ
ୡでඞͣ૬ݟ積りΛͱるΑ͏にͨ͠りɺࢴͷ
ථΛిࢠԽͨ͠りͯ͠ɺࣾͷίετҙࣝΛߴ
Ίɺ経අͷݮΛਤͬͨɻ
͜͏ͯ͠デザインに͑る༧ࢉΛ೧ग़ͨ͠խ
͞Μɺまͣόϥόϥͩͬͨ%"/%:ͷϩΰλイ
ϓΛҰͭにߜりɺ౷Ұͨ͠ɻ
͞Βにɺϩΰλイϓͷมߋに߹ΘͤͯΧλ
ϩάҰ৽ͨ͠ɻۀاͱͯ͑ͨ͠いཧ೦Λͬ
͖りͱࣔ͠ɺͨͩࣸਅΛฒるͷでな͘ɺい
͢͞Λҙࣝ͠ɺચ࿅͞Εͨܗにͨ͠ɻ໊ɺ
γンϓϧ͔ͭચ࿅͞ΕͨϛχϚϧなデザインΛ࠾
༻ͯ͠ɺಉۀքにないࠩผԽΛਤͬͨͷにม
ɻͨ͠ߋ
ॳɺ໊ͷデザインҰͭม͑るͷに߅
͕あͬͨͱい͏ɻ͕ͩɺ経営վֵ͕ඞཁͩͱい͏
͜ͱɺଟ͘ͷࣾһ͕ཧղ͓ͯ͠りɺ݁ہɺ໊
ίετΛ͔ͬ͠りͱਫ਼ࠪͨ͜͠ͱでɺデザイン
࣭ࢴ༏ྑなͷΛɺ以લΑりՁ֨で࡞͢
る͜ͱ͕で͖ͨɻ
͜ͷΑ͏にɺխ͞ΜデザインઓུΛൢചاը
͕ࣨਪਐ͢る経営վֵͷҰͱͯ͠ਐΊͨɻޮՌ
͙͢にදΕɺʮձࣾͷงғ͕ؾมΘͬͨͶʯͱϕ
ςϥンࣾһに͑るಘҙ٬いͨɻ͜͏ͨ͠٬ސ

ՖԬխൢചاըࣨ
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ͷධՁઆಘྗ͕େ͖͘ɺॳջٙ的ͩͬͨ営
෦デザインͷޮ༻Λཧղ͢るΑ͏になりɺۀ
2017にຊࣾͷγϣʔϧʔϜΛϦχϡʔΞϧ
͢る͜ͱで͖ͨɻ

֎෦ͷσβΠφʔΛى༻しͯ։ൃ

ϒϥンυͷߏ࠶ஙに͔ܽͤないͷɺϢʔザʔ
にͯͬΑ͔ͬͨͱࢥΘͤるであるɻͦ͜で
ಉࣾ֎෦ͷデザイφʔى༻ͯ͠ɺ৽ͨな
ΛੜΈग़ͨ͠ɻ201�にάουデザインΛड
͠ ʮͨ%"/%:�9ʯγϦʔζであるɻ͜ ͷγϦʔζ
ɺྲྀݱͷෛ୲૽ԻͷܰݮΛ͜Εまで以上
にͨ͠ٻͱなͬͯいるɻ
ྫ͑ɺՙΛϝογϡߏにͯܰ͠ྔԽΛ࣮
ɻՙͷۭಎ෦͔ΒΩϟελʔ͕ग़͢Իͨ͠ݱ
͕ൈ͚るͷでɺҠಈ࣌ͷԻ੩͔になるɻまͨɺ
以લ͔Β%"/%:にંりΜでίンύΫτにऩ
ೲで͖るͱい͏ಛ͕あ͕ͬͨɺՙͷதԝに݀
Λۭ͚ɺͪ࣋खに͢る͜ͱでɺ֊ஈなͲஈࠩͷあ
るॴでंΛͿ͚ͭる͜ͱなͪ࣋͘ӡͼで͖
るΑ͏にͨ͠ɻ
20211݄にൃചͨ͠9γϦʔζ࠷৽Ϟデϧ
ͷ9-でɺՙΛ͔ͬ͠りͱݻఆで͖るΑ͏に
͢るΛՃ͑ͨɻंͷՙ่͕ΕないΑ͏に
͢るにɺՙにඥ

ͻ

Λ͔͚ͯݻఆ͢るඞཁ͕ある
͕ɺҰൠͷंにඥΛ͔͚るϑοΫないɻ

ͦ͜でɺ9-でՙͷԑにΕࠐΈΛલࠨޙӈ
�ΧॴにೖΕɺϑοΫͱͨ͠ɻϑοΫඥΛ͔͚
͘͢ɺඥ͕֎Εに͘いͷでな͚ΕなΒないɻ
3%ϓϦンλʔΛ30ͯͬճ以上ͷ࡞ࢼΛॏͶɺ
Α͏ͤͨ͘͞ͱい͏ɻผചりͷΰϜඥΛ
ंͷԑΛғΉΑ͏にऔり͚ͭΕɺόンύʔͷ
ׂՌͨ͢ɻं͕Ϳ͔ͭͬͯนにই͕͔ͭ
ない͠ɺԻ͠ないɻ
な͓ɺ%"/%:�9γϦʔζでɺ̔ ͷͪ࣋ख
ՙΛݻఆ͢るΰϜඥなͲɺ΄͔ͷंにない
Λ͚ͭͨ෦にɺ৭Λཱͯͭ͠Α͏ػ
に͠ɺ໊শΛ͚ͭͯいるɻྫ͑ɺΰϜඥでݻఆ
͢るΈɺʮμンデΟϗʔϧデΟンάγες
ϜʯɺඥΛ͔͚るϑοΫʮ6%ϑοΫʯͱいͬͨ
۩߹いͩɻཱͭΧϥʔϦンά໊শɺಉࣾͷ
ΛΑり͘ڧϢʔザʔにҹ͚ͮるɻ৭ɺ
いるɻͯ͠༺࠾でثػྲྀ༺ߓۭ

σβΠϯΛॏ͢ࢹΔҙࣝΛࣾͰڞ༗

৽ͷاը։ൃにؔ͢るใɺશࣾでڞ
༗͢るΑ͏にͯ͠いるɻྫ͑ɺࣾһશһ͕ࢀՃ
͢るΦンϥインձٞΛ։͖ɺ։ൃ୲ऀ͕2ؒ࣌
΄Ͳ͔͚ͯɺデザインͷҙਤͷಛΛϓϨ
θンςʔγϣン͢るɻاը༰ࣾχϡʔεͱ
ͯ͠৴͠ɺͦͷࣄهΛ営ۀπʔϧͱͯ͠׆༻で
͖るΑ͏にͯ͠いるɻνϟοτΞϓϦΛͯͬ
ใަͨ͠りɺࣾ ͚ͷ:PV5VCFにઆ໌ಈըΛ
あ͛ͨりͱいͬͨ͜ͱͯ͠いるɻ
։ൃνʔϜ͕ଞ෦ॺͷࣾһに͚ͯใΛൃ
৴͢る͚ͩでな͘ɺଞ෦ॺͷࣾһ͕ҙݟΛग़͢
͜ͱଟいɻಛにで࣮ࡍにंΛͭ͘るࣾһ
ͷҙݟॏཁͩɻطଘͷۚܕ๏Λ͑ίε
τμンにͭな͕るɺͱいͬͨൃݱͷࣾһ
でな͚Εࢥい͔ͭないɻ
ྫ͑ɺ2020にϗςϧ༻Χʔτͱͯ͠։ൃ͠
ʮͨ%"/%:�1035&3ʯɺݱͷҙݟΛऔり
ೖΕɺϋンυϧΩϟελʔなͲɺ෦ͷଟ͘Λ

ʮ%"/%:�9ʯγϦʔζ（ӈࠨɺ ）ͱϑϥοτΧʔτ（த）

�	 	 日本公庫総研レポート No.2021-3
	 	 2021年11月



%"/%:ͱಉ͡ͷにͨ͠ɻ৽ͨにۚܕΛ͢͜ى
ඞཁ͕ないɺ҆Ձにͭ͘る͜ͱ͕で͖るɻ
デザインॏࢹͷ։ൃɺͭ͘りに͘いͱ
ݱͷൃΛট͘͜ͱある͕ɺಉࣾでɺΉ
͠Ζݱ͔ΒتΕͯいるɻྫ͑ɺंͷ
ंྠΛϘϧτでཹΊるํ͔ࣜΒंྠ࣠Λࠩ͠ࠐΜ
でϩοΫ͢るํࣜにม͑ͨͱ͖であるɻं
༻ͯ͠いるΑりɺΘないでいるؒ࣌ͷํ͕いɻ
ंΛંりΊるΑ͏に͠ɺंྠΛऔり֎ͤるΑ
͏に͢ΕɺंΛॏͶͯऩೲで͖るɻ
ͦΕまでɺंͷंྠ1ͭΛݸ࢛ͷϘϧτで
ՙにཹΊͯいͨɻंྠ࢛ͭある͔Βɺं1
で16ݸͷϘϧτకΊ͕ඞཁになるɻ͠ ͔͠ɺࠩ
な͕ۀ࡞Έࣜにͨ͜͠ͱでɺखͷ͔͔るక݁ࠐ͠
͘なͬͨɻϢʔザʔͷ͜ͱΛͨ͑ߟデザインɺ
ݱͷෛ୲ݮΒͨ͠ͷであるɻ
デザインͷॏཁੑΛશࣾһ͕ڞ༗͢るにɺί
ϛϡχέʔγϣン͕ॏཁでありɺͦͷࡍデザイン
ͷޮՌΛࣈでূ໌で͖るͱΑいɻ͔͠͠ɺͦΕ
な͔な͔͠いͱい͏ɻデザインにྗΛೖΕる
Α͏にな͔ͬͯΒɺಉࣾͷചり上͛૿Ճに
ある͕ɺデザインੑͷߴいͷചり上͕͛ৗに
ଟいͱい͏Θ͚でない͔Βͩɻ
デザインͷޮՌΛࣾにࣔͨ͢Ίにɺࣾ֎͔

Βͷධ͕ޮՌ的であるɻલड़ͷಘҙઌ͔Βͷʮձ
ࣾͷงғ͕ؾมΘͬͨͶʯͷҰݴͦ͏ͩɻςϨ
ϏυϥϚͷখಓ۩ͱͯ͠%"/%:�9͕ΘΕͨ
りɺ͓ ͠ΌΕなंͱͯ͠όϥΤςΟ൪でհ
͞Εͨり͢るなͲϚείϛにऔり上͛ΒΕる͜ͱ
૿͑ͨɻ%"/%:�9ͷデザインੑにͨ͠େ
खͷηϨΫτγϣοϓϑΝογϣンϒϥンυͱ
ఏ͠ܞɺݸਓ͚ͷʮϑϥοτΧʔτʯൢച͠
ͨɻͲΕಉࣾͷデザインઓུ͕ධՁ͞Εͨূ͠
であるɻࣾһͷؾ࢜ߴまる͠ɺैۀһͷืूで
༗རにಇ͘ɻ

ͷཧ೦がσβΠϯʹͳΔۀا

ಉࣾͷデザインɺݪଇͱͯࣾ͠でͯͬߦい
るɻ2020にデザイφʔΛத్࠾༻ͨ͠ɻࣾ ֎
デザイφʔɺ%"/%:�9ͷΑ͏にಛにデザイン
にྗΛೖΕͨいͱ͖に͚ͩ׆༻ͯ͠いるɻࣾ֎ͷ
デザイφʔにɺಉࣾにない͕ݟありɺࣾһ
で͔ͮؾないఏҊΛͯ͠Β͑る͔Βͩɻͨͩ
͠ɺデザインͷେࣾでݻΊɺࣾ֎ͷデザイ
φʔにҰ෦ΛͤるにͱͲΊるɻࣾ֎ͷデザイ
φʔにҰͯ͠ɺͨݟ͖Εい͕ͩɺ౸ఈͭ͘
Εないंͷਤ໘Λड͚औͬͨͱい͏ۤい経͕ݧ
ある͔ΒͩɻάουデザインΛडͨ͠
%"/%:�9でɺंͷϑϨʔϜද໘ͷデザ
イン͚ͩΛґཔͨ͠ɻ
ࣾ֎ͷデザイφʔΛى༻͢るࡍにॏཁな͜ͱ
ɺ͕ࣗࣾͲͷΑ͏なۀاなͷ͔ɺԿΛͨ͠いͷ
͔Λ໌֬に͢る͜ͱͩɻデザイφʔɺඞͣͦΕ
ΒΛฉいͯ͘るɻಉࣾʮϞϊΛಈ͔͢ɺਓΛͭ
な͙ɺ৽ͨなײಈΛಧ͚るʯΛϛογϣンͱͯ͠
いるɻࣾ֎ͷデザイφʔɺ͜ͷϛογϣンに
ैͬͯΒΘな͚ΕなΒないɻデザインͱɺ
ߟいΛ͔ͨͪに͢るͷなͷͩͱಉࣾࢥͷۀا
͑ͯいるɻ

ϗςϧ༻Χʔτʮ%"/%:�1035&3ʯ

	 日本公庫総研レポート No.2021-3	 	 �
	 2021年11月



線香一筋128年

㈱薫寿堂は、1893年に創業者の福永平一郎さん
が「福永線香店」を開き、線香の生産を開始した
ことに始まる。1948年には法人化し、㈱薫壽堂香
舗を設立した。その後、1982年に現会長の福永稔
さんが4代目社長に就任。創業100周年に当たる
1992年に㈱薫寿堂に改称した。現在も、売上高の
90パーセント以上を線香が占めている。

線香は、大別すると、椨
タブ

（クスノキ科の常緑高
木）の皮を原料とするものと、杉の葉を原料とす
るものとに分けられる。前者は香木や香料を調合
してあるもので、「匂い線香」と呼ばれている。家
庭や寺院で使われているものの多くはこれである。
後者は「杉線香」で、煙が多く墓前など戸外で使
用されることから「墓線香」とも呼ばれている。
同社では、匂い線香だけを生産しており、杉線香
は扱っていない。外注先の工場に製造を委託して
いるものもあるが、製品の75パーセントは自社
工場で製造している。

線香は、淡路島の地場産業で、全国生産量の7
割を淡路島が占めるとされる。地場産業の多くが
そうであったように、同社も2代目社長の時代ま
では、東京や大阪など大消費地の大問屋の下請工
場的な存在として線香を生産してきた。しかし、
1950年代からは、地方問屋にも販売するようにな
り、現在では、自社で企画した製品を問屋だけで
はなく、仏具店やデパート、霊園近くの生花店な
ど小売店に直接卸す方が多くなっている。

業界初の製品を次々に開発

経済産業省の「工業統計調査」によると、線香
類の生産量は2018年で288億円となっている。
この小さな市場で生き残るために、同社は売上高
を増やすことよりも、付加価値を高め、ファンを
増やすことに注力してきた。

例えば、1975年ごろからオリジナル製品の開発
を始めた。最初の製品は、「微煙タイプ」の線香で
ある。線香のにおいがなく、煙の少ない線香が欲
しいという顧客の要望に応えたもので、香りも花
の香りを採用した。1978年には、香りをマイクロ
カプセルに閉じ込め、点火したときに初めて香り
が出る「点火発香式」の線香を開発し、製法特許
も取得する。以後も、1987年には消臭効果を付加
した線香を、1998年にはハーブの香りがし、室内
香としても使える線香を、2007年には間伐材や河
川敷の竹を利用した線香を、それぞれ開発する。
いずれも、業界初の製品である。

同社は、顧客や時代の要請に合わせて新しい製
品をつくるだけではなく、線香としての品質の向
上にも努めてきた。品質が高くなければ、決して
ファンを得られないからである。例えば、香りで
ある。一般に、線香は着火の前と後で香りが異な
る。この傾向は質の良くない線香で顕著だという。
香りの成分が熱で化学反応を起こすからだ。もし、
店頭で良い匂いだと思って買ったのに、仏壇に備
えてみたら違ったとなれば、二度と買ってもらえ
ないし、そもそも消費者に親切ではない。

事例2　㈱薫
くん

寿
じゅ

堂
 新技術を社外デザイナーと共同で製品化
 線香とアロマで香り文化の担い手へ

代 表 者 福永　稔（ふくなが みのる） 事業内容 線香、室内香の製造・販売
創 業 年 1893年 所 在 地 兵庫県淡路市
資 本 金 2,800万円 Ｕ Ｒ Ｌ https://www.kunjudo.co.jp
従業者数 80人
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ͦ͜でಉࣾɺணՐͷલޙで߳り͕มΘΒない
͜ͱΛͯ͠ࢦ։ൃΛଓ͚ͯいるɻ࠷ॏཁなͷ
ࡐݪྉͩɻいઢ߳ɺᑮͷथൽͱなͲͷ
คΛͭな͗に߳ྉΛௐ߹ͯͭ͘͠るɻಉ͕ࣾ
༻͢る߳ྉɺͯ͢ఱવ༝དྷͷͷでɺ͔͠
ྑいͷ͚ͩΛ๛にͯͬいるɻͦͷͨΊɺಉ
༷ͷにൺͯߴՁになる͜ͱଟいɻ
ੜ࢈ઃඋɺൢࢢͷੜػ࢈ցΛಠࣗにվͯ͠
なϙインτͱ͠ࣄいるɻઢ߳ͮ͘りでେͯ͠༺
ͯɺคΛ࿅る程͕ある͕ɺ͜Εにɺ୶࿏ౡͷ
ಛ࢈であるいͿ͠נͷΛ࿅るϊϋઃඋ
ΛऔりೖΕͯいるɻ

ύοέʔδͷσβΠϯʹؾΛΔ

һ80ਓͷ͏ͪɺ։ൃͷ୲4ਓۀै
であるɻ10΄Ͳલまでɺඇৗۈな͕Βઐଐͷ
デザイφʔいͨɻ༉ֆͷըՈでɺ20ؒɺಸ
Β݄にճग़͖ࣾͯͯ͠いͨɻ൴にύο͔ݝྑ
έʔδͷデザインΛ୲ͯ͠Βͬͯいͨɻ
ઢ߳ͦͷͷɺ͞ଠ͞ɺঢ়͔Ӕ͖רঢ়
͔ͱいͬͨܗঢ়ͷҧいあるͷͷɺデザインͷ
༨あまりないɻΪϑτͱͯ͠ΘΕる͜ͱ
ありɺళ಄でফඅऀͷखにऔͬͯΒ͏にύο
έʔδ͕ॏཁであるɻද的なύοέʔδにɺฏ
ͨ͠ݱ࠶ͷҰ໘Λͪ͗りֆでרͷֆ࣌҆
ͷ͕あるɻ1�86にൃച͠ ʮͨՖྞʯγϦʔζでɺ
ͷあるͩɻؾਓࡏݱ
ઐଐデザイφʔ͕ୀ৬͔ͯ͠Βɺҹձࣾに
ύοέʔδͷデザインΛఏҊͯ͠Βͬͯいるɻ
ͪΖΜɺҹձࣾに͖ͤりにͯ͠いるΘ͚で
ないɻӬձͷঁɺ૯՝ͷ͞ࢠܡॅڕ
Μ͕ɺデザイφʔに৽ͷಛ։ൃͷҙਤΛ
͑ɺͯ͠ۀ࡞ͯ͠ྗڠいるɻ
Ӭձɺʮࣾͷ୲ऀɺࣗ Βデザイン
である͖ͩɻͦ͏でな͚Εྑいͷ͖͕
ੜまΕないɻいɺ૯՝にదੑ͕あるΑ͏
ͩʯͱޠるɻな͓ɺӬձɺͲͷデザインで

い͔͘Λܾఆ͢る͕ɺҊͮ͘りͷஈ֊͞ࢠܡΜ
に͓ͤͯりɺ͔ࡉなにޱΛग़͞ないɻ

ଘͷΠϝʔδ͔Β٫しͨσβΠϯͷ͓߳ط

ಉࣾɺ߳りͷจԽͷ୲いखͱͯ͠ɺۀࣄΛ෯
いるɻ͕ͩɺஃͷないͯ͑ߟల։ͨ͠いͱ͘
Ո͕૿͑ͨりͨͬݮ͕ࣄりͯ͠ɺઢ߳ͷࢢͩ
͚で͕͠いͷ࣮ͩࣄɻͦ͜でɺࣨ߳
なͲɺৗ的に͜͏ͱ͕で͖る͓߳ͷ։ൃに
औりΜで͖ͨɻ
ྫ͑ɺ2002にൃചͨ͠ʮ߳ࡾດ　ʯɺ
͓ͱఱવফषࡎΛ߹͠ɺྉ੮なͲで
ΘΕる͜ͱΛҙਤͯ͠։ൃͨࣨ߳͠であるɻま
ͨɺ2005にڠֶ࢈ಉでʮ݈߳ʯΛ։ൃͨ͠ɻ
ΜͩͷࠐͷੜༀϋʔϒΛͱ๘ຶで࿅りํ
でɺϦϥοΫεޮՌඓͷ௨りΛྑ͘͢るޮՌな
Ͳɺػੑͷ͓߳ͱい͑るͷͩɻ͜ͷ΄͔͓߳
にֆฑΛͨ͠なͲあるɻ
ͨͩ͠ɺࣨ߳ͷࢢにɺઢ߳ϝʔΧʔ
ͪΖΜɺଟ͘ͷࢀ͕ۀاೖͯ͠いるɻまͨɺීஈ
いで͖る߳りͱなΕɺ͓͚߳ͩでな͘ɺΞ
ϩϚΦイϧͱڝ߹͢る͜ͱになるɻࣨ߳ͷࢢ
Λ֫ಘ͢るにɺ͜ΕまでͷԆ上にないɺ
৽͠いΛ։ൃ͢るඞཁ͕あͬͨɻ
Ί࢝ଓ͘な͔ɺ2015͔ΒऔりΈ͕ޡࡨߦࢼ
ͨͷ͕ɺࢴͷ͓߳ͩɻͬͱɺࢴΛ͓߳ͨͬ

Ӭູձ
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ͱい͏ΞイデΞ͠いͷでないɻւ֎で
ϖʔύʔインηンεͱݺΕɺϑϥンεに1�ੈ
Βൢച͞Εଓ͚ͯいる͕あるɻՐΛண͚͔ل
ͣに͏ϑϨάϥンεϖʔύʔありɺಉࣾ
2013にൃചͯ͠いるɻ
ͨͩɺैདྷͷɺ೩ম͕ؒ࣌いɺλʔϧ
͕ଟ͘น͕ԚΕͨりѱष͕ͨ͠り͢るɺ߳り͕
ेに֦͠ࢄないͱい͕ͬͨあͬͨɻ͜ΕΒ
ͷΛղܾ͢るํ๏͑ߟΒΕ͖͕ͯͨɺί
ετ͕͔͞Ήɺߴ度なٕज़͕ඞཁであるなͲͷཧ
༝͔Β࣮༻Խ͞Εͯいな͔ͬͨɻ
ͦ͜でɺಉࣾࢴձࣾͷྗڠΛಘな͕Βɺ͓
߳ͷૉࡐに͑る৽͠いࢴΛ։ൃ͢るɻ߳ྉॿ
೩ࡐΛٵऩ͘͢͠なるΑ͏にՃͨ͠ύϧϓΛ
ɺ߳りͷΛ͑Λࢴであるɻ͜ͷࢴͨͬ
まͤる͜ͱ͕で͖ɺ҆ఆ͠ࠐҰにਁΈۉશମにࢴ
ͨঢ়ଶでᗉ

͘Μ

Ԏ
͑Μ

Λ࣋ଓで͖るɻλʔϧͷൃੜΛ
るɻ͢ࢄɺ߳り͕ૉૣࣨ͘に֦ޙɺணՐ͠ݮ
にख़࿅ಛผなઃඋඞཁないɻまͨɺࢴに
෩߹いഽ৮りあるɻͨ͜ࣅ ͷ๏ɺ2017
にಛڐΛऔಘͯ͠いるɻ
ͨ͠ͷ͕ͩɺデザインでͷ͓߳ࢴ
あるɻγʔτঢ়ͷままでɺطଘͷϖʔύʔイン
ηンεͱ۠ผ͕͔ͭないɻ͓߳ͷイϝʔδΛ٫
ͷデザイφʔに૬ஊͨ͠ژঢ়にͨ͠いɻ౦ܗͨ͠
ͱ͜Ζɺ༿ͬͺͷܗにͨ͠ΒͲ͏͔ͱい͏ఏҊ͕

あͬͨɻ͜ ͏ͯ͠ੜͨ͠ͷ ʮ͕)"�,0（͎͜）ɿ
༿ͬͺͷܗͷ͓߳ʯであるɻ
ͨ͠༿ͷܗঢ়ɺέϠΩϜΫήɺΧΩͷ3छ
ྨでɺ߳りδϟεϛンγτϥεɺγφϞンな
Ͳ߹Θͤͯ8छྨであるɻ)"�,0にՐΛண͚ͯோ
Ίͯいるͱɺ以લձでΑ͚͔ͨ͘ݟɺ͖ͨ
ՐΛࢥいग़͢ɻࣗવな߳りͱ૬まͬͯڷय༊
͠Λ༩͑ͯ͘Εるɻでָ͠Ίる͜ͱ͕ධՁ͞
Εɺ201�にάουデザインΛडͨ͠ɻ
ϢχʔΫなωʔϛンάॏཁͩɻ߳りに
ؔ͢るɺඪొでԽহϝʔΧʔͱڝ߹
͢る͜ͱ͕Α͘あるɻԽহϝʔΧʔɺӴͷ
ҙຯあͬͯɺଟ͘ͷ߳りにまͭΘるඪΛઌߦ
औಘ͓ͯ͠りɺ͔ͤͬ͘ߟҊ໊ͨ͠শ͕͑ない
͜ͱあるɻいɺ)"�,0にͭいͯɺແࣄɺ
ඪΛొ͢る͜ͱ͕で͖ͨɻ
)"�,0ɺಉ͕ࣾ͜Εまでاը͖ͯͨ͠に
ൺֵͯ৽的であるͨΊɺΛհ͢るΣ
ϒαイτΛผにઃ͚ͨɻまͨɺ-0'5౦ٸϋン
ζなͲɺ͜Εまでͱҟなるখചళɺฮͷデ
ύʔτͱͷऔҾ࢝まͬͨɻ
৽͠いൢചઌにɺ౦ژͷデザイφʔにհ͠
ͯΒͬͨͷあるɻۀͷデザイφʔ
தখ͕ۀاͨないਓ຺ωοτϫʔΫΛͬͯ
͓りɺデザイン͚ͩでな͘ɺϚʔέςΟンάશ
ൠΛࢧԉͯ͘͠Εる͜ͱあるͷͩɻ
まͨɺ2018に߳ߓで։͞࠵Εͨࢴͷలࣔ
ձにग़ͨ͠ͱ͜ΖɺධΛಘͨɻྫ͑ɺถࠃ
でͷΫϦεϚεઓにؒに߹Θͤͨいͱい͏όイ
Ϡʔ͕ɺͬͦ͘͞ஊΛ͔͚͖ͪͯͨɻ
ͷ͓߳にଓいͯ։ൃͨ͠ͷ͕ɺඥࢴ

ͻ

ͷ͓߳ʮΞ
ϩϚίʔυʯであるɻ໖ࢳなͲఱવણҡでで͖ͨ
Έඥに߳ྉͱॿ೩ࡐΛਁΈࠐまͤͨͷでɺੈ
քॳͷであるɻま͞にඥなͷでɺΈͷ͞
にͬͯɺ߳Λͨؒ࣌͘Λௐઅで͖るɻྑい߳り
͕͢るඥͱͯ͠ɺϦϘンਫҾに͜͏ͱで͖
るɻ͜ͷにେ͖な͕ڹあるͱい͏ɻ

ʮ)"�,0ʯ
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な͓ɺಉࣾで)"�,0ΞϩϚίʔυなͲɺ
౷的なઢ߳ͱҟなる߳りͷɺࣗࣾαイ
τでൢചͯ͠いる͕ɺઢ߳ݪଇͱͯ͠ѻͬͯ
いないɻࣨ ߳ͱઢ߳でɺϢʔザʔ͕ҟなる͠ɺ
ैདྷ͔Βͷൢച経࿏Λେにͨ͠い͔Βͩɻ

σβΠϯはඞਢͷࢿ

લड़ͷΑ͏にɺ౷的なઢ߳ͷࢢ͕͢る
Մੑখ͞いɻઢ߳ϝʔΧʔ͕ੜ͖るにɺ
ઢ͚߳ͩでな͘ɺݱͷϥイϑελイϧに߹ͬ
ͨएऀͷ༡ͼ৺Λ͙͘͢るΛఏͯ͠ڙ
い͔な͚ΕなΒないɻ߳りͷจԽΛΊɺैདྷ
Ϣʔザʔͩͱͯ͑͜ߟな͔ͬͨ٬ސΛ։͠
ͯい͘ඞཁ͕あるͷͩɻ
ಉ͕ٕࣾͭज़Λੜ͔͠ɺফඅऀͷχʔζͱ݁
ͼ͚ͭるデザインɺ৽͠い٬ސΛ֫ಘͯ͠い͘
ͨΊに͔ܽͤないɻ֎෦ͷデザイφʔΛى༻͢
Είετ͔͔る͕ɺϓϩϞʔγϣンൢ࿏ͷ
։でྗΛିͯ͘͠Εるɻデザインに͔͔るඅ
༻ɺϑΝンΛ֫ಘ͢るͨΊͷࢿなͷͩͱɺ
Ӭձ͑ߟるɻ
ͪΖΜɺデザイン͚ͩでϑΝンΛ֫ಘで͖る
Θ͚でないɻಉࣾɺΛͯͬ͘Εる٬ސ
ͱͷίϛϡχέʔγϣンΛେࣄにͯ͠いるɻྫ͑
ɺಉࣾでֶݟ͓߳࡞りମݧΛاը͠ɺ
ফඅऀͱ৮Ε߹͏ػձΛ૿ͯ͠いるɻຊࣾにซ
ઃ͢るγϣʔϧʔϜにདྷͨ͠ফඅऀにΞンέʔ
τΛͱりɺ༻్ߪೖॴなͲઢ߳にؔ͢る͞ま

͟まなχʔζΛ֬ೝͯ͠いるɻ
まͨɺಉࣾͷઢ߳にʮ͝Ѫ༻݊ँײʯ͕ͭい
ͯいるɻ5ຕूΊͯૹるͱɺϓϨθンτ͕Β͑
るͱい͏ͷ͕ͩɺ͜Εまでに6ສਓ͕Ԡืͯ͠
͖ͨɻな͔にɺϑΝンϨλʔϓϨθンτΛఴ
͑ͯɺԠืͯ͘͠るਓいるɻઌɺある࡞Ո
ͷํ͕)"�,0Λങܹͬͯͨ͠ײͱͷखࢴͱɺࣗ
Βͷ࡞ΛϓϨθンτにఴ͑ͯૹ͖ͬͯͯ͘Εͨɻ
ͩܠɺࡍにɺಉ͕ࣾϓϨθンτΛൃૹ͢るٯ
͚でな͘ɺ͓ྱͷݴ༿Λఴ͑ͯいるɻ݊ँײ
٬ͱͷॏཁなになͬͯいるͷͩɻސ
ಉࣾɺઢ߳ϝʔΧʔである͜ͱΛେࣄに͠ɺ

͜Ε͔Βઢ߳ͱい͏Λװͱͯ͠ҭΈな͕Βɺ
͔ͦ͜Βࢬ༿Λ৳͢Α͏なϏδωεల։Λͯ͠
い͖ͨいͱͯ͑ߟいるɻͦͷ伴ΛѲるͷ͕デザ
インなͷͩɻ

ʮΞϩϚίʔυʯ
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あしもとを支える製品に特化

㈱アシストの主要製品は、同社が「あしもとカ
ナモノ」と称する建築材料である。売上高の構成
比をみると、ノンスリップ（階段用滑り止め）が
3割強を、カーペットの縁を押さえる見切り金物
や段差解消金物など床金物が約4割を、それぞれ
占める。そのほか、パイプパーツなど階段や床の
装飾金物、視覚障害者用の点字鋲も扱っている。
ノンスリップは、9割以上が業務用で、家庭用は
ほとんど扱っていない。同種の製品のメーカーは、
大手を含め、国内に数十社はあるという。

同社は、井東博子社長の父、上西益夫さんが
1969年に勤務先の建築用の金物問屋から独立し、
上西建装㈱を創業したことに始まる。金物問屋と
して10年ほど商売を続けたが、何か工夫をしな
いと利益が少なくなるばかりと考え、建築用金物
のなかでは収益性が高いと見込んだあしもとカナ
モノに特化することにした。問屋時代の経験から、

「仕入においては仕入先さまを第一に考え、販売
においては値引きしない、価格競争に入らない」
ということを誓い、それが同社の社訓となった。

1982年に㈱アシストに社名を変更したが、1984
年、創業者が急逝し、井東社長の母、上西美智子
さんが事業を承継することになった。承継後も、

「仕入先さまを大切にし、高収益経営を目指す」
という創業者の言葉は、基本方針として堅持され
ている。

施工しやすさ、品ぞろえ、即納体制に強み

㈱アシストは、大阪、東京、福岡に営業所をも
ち、全国に展開しているため、営業エリアは他社
と重なる。ただし、大手の建材メーカーと競合す
ることはあまりなく、すみ分けができている。大
手はゼネコンからの発注を受け、ビル1棟の新規
建築に使う分を丸ごと供給するようなスタイルを
とるが、同社は小規模なビルの建築や改装工事用
の金物を供給することが多く、物品販売を主とし
ているからである。

同社のセールスポイントは、納期の早さと施工
のしやすさである。まず、早さであるが、同社は
多品種にわたる豊富な品ぞろえの在庫管理システ
ムを構築するとともに、営業所間での情報交換を
正確に行い、スケジュール管理を徹底することで、
受注後すぐに納品できる体制を整えている。

また、出荷する際には、施工現場に合わせて正
確にプレカットしたり、ビス穴を開けたりするの
だが、わずかなズレでも施工できなくなることが
あるので、加工の際は細心の注意を払う。正確に
処理されているため、施工しやすく、仕上がりや
納まりも良いと顧客から高い評価を得ている。

大手の建材メーカーは、柱や壁材など数多くの
建材のなかの一部として、ノンスリップや床金物
を扱っている。一方、同社はあしもとカナモノに
特化している。色違いを含めれば、品ぞろえは
2,000種類を超え、大手建材メーカーよりかなり多

事例3　㈱アシスト
 建築家に選ばれるノンスリップを開発
 デザイン強化で経営改革を目指す

代 表 者 上西 美智子（かみにし みちこ）
井東 博子（いとう ひろこ）

事業内容 インテリア金物の製造・販売、内装工事

創 業 年 1969年 所 在 地 大阪府大阪市東住吉区
資 本 金 6,000万円 Ｕ Ｒ Ｌ https://www.assipie.jp
従業者数 80人

14	 	 日本公庫総研レポート No.2021-3
	 	 2021年11月



いという。そのため、大手建材メーカーから受注
することもある。例えば、真

しん

鍮
ちゅう

製の金物は、さび
たり変色したりすることがあり、扱うメーカーが
減っている。だが、同社はあしもとカナモノの専
門メーカーとして真鍮製品の在庫も切らさない。
色むらを検査し、出荷時に磨いたり、顧客の要望
があれば、メッキしたりといった対応をしている。
そのため、同業者から同社に真鍮製の金物が発注
されることが近年増えてきている。

新たな顧客層を狙ってデザイン強化

2010年、先代社長が会長になり、娘の井東博子
さんが社長に就任した。井東社長が就任した頃に
は、業界内における地位は安定したものになって
いたが、半面、めぼしい企業とはおおむね取引が
あり、今後の大きな伸びは期待しにくくなってい
た。企業として成長するには、何らかの方法で新
たな顧客層を掘り起こすことが必要だと井東社長
は考えた。

同社は、豊富な品ぞろえや施工のしやすさ、注
文当日に出荷できる体制づくりに力を入れてきた。
それが現場で作業する工務店のニーズだったから
である。その分、デザイン面がおろそかになって
いたことは否めない。特にノンスリップは、機能
ばかりが重視され、建物との調和は考えられてこ
なかった。これは他社の製品でも同様である。

しかし、建築にデザインは欠かせない。建築家
にとって、これまでのノンスリップは、デザイン
だけ考えればできれば使いたくないが、納期や安
心・安全のために、仕方なく既製品を使うという
ものだった。そのため、同社の営業担当が建築設
計事務所に売り込みに行っても、まったく相手に
されず、カタログすら置いてもらえないという状
態だった。建築家のなかには、自分のデザインに
合ったノンスリップを特注する人も多かった。そ
こで、同社は建築設計事務所をターゲットにした
新しいノンスリップを開発することにした。

デザインを強化した新ブランド

デザインを強化するといっても、経験はなく、
どうすればよいかわからない。外部のデザイナー
を起用するにしても、探し方も依頼の仕方もわか
らない。そこで、井東社長と製品開発担当の取締
役が大阪府産業デザインセンターに相談に行った
ところ、建築関係に詳しいデザイナーを紹介して
もらうことができた。

このデザイナーと何度か話し合い、顧問契約を
結ぶことになった。デザイナーは、デザインに力
を入れるのであれば、製品のデザインだけではな
く、企業の理念やミッションをわかりやすい言葉
で発信すること、会社のシンボルマークやロゴタ
イプを含めたCI（コーポレートアイデンティティ）
を確立すること、後述するDR-1やDR-2などの
製品開発プロセスを構築することなど、全社的な
取り組みが必要であることを教えてくれた。

こうして2018年に完成したのが、ノンスリッ
プの新ブランド「AFOLA（アフォーラ）」である。
AFOLAは、Assist For Living & Architectureから
名付けた。AFOLAには、どのようなデザイン的特
徴があるのか。例えば、幼稚園や保育園、福祉施設
での利用を想定した木製階段用ノンスリップは、
丸みのあるやわらかいフォルムを採用し、ピンク
やイエロー、グリーンなどパステルカラーで彩色

井東博子社長
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ͨ͠ɻ֊ஈͷ౿Έ൘にຒΊࠐΉΑ͏に͢ࢪるͷ
でۚଐͷ෦͑ݟないɻͷ֊ஈͱௐ͠ɺ
໌るいΧϥʔϦンά͕ࢹೝੑΛߴΊるɻまͨɺಠ
ࣗに։ൃͨ͠அ໘ߏ（ಛڐऔಘ）͕औり͚ͭ໘
ͱͷΘ͔ͣな伱ؒΛղফ͠ɺ͞ΒにিܸΛΒ͛
るػΛඋ͑ɺདで҆શで৺Αいঢ߱Λ࣮
いるɻͯ͠ݱ
ҰํɺϗςϧΦϑΟεϏϧɺࢪۀઃでͷར
༻Λఆͨ͠ɺమࠎϞϧλϧ֊ஈ༻ϊンεϦοϓ
ɺΫʔϧでཱͨないデザインͱなͬͯいるɻ
֊ஈ༻ͱҟなりɺ֊ஈに͔ͿͤるΑ͏にࢪ
る͕ɺஈඓに͔͔るલਨΕ͕খ͘͞ɺཱͨ͢
ないɻ֊ஈͷ౿Έ໘にෑ͘ΧʔϖοτԘϏͷλ
イϧͱͷஈ͕ࠩないΑ͏に͢ࢪる͜ͱ͕で͖ɺ
΄΅ϑϥοτな͡ײに上͕るɻ৭ࠇάϨʔ
なͲམͪணいͨ৭になͬͯいるɻ
֊ஈ༻ɺమࠎϞϧλϧ֊ஈ༻ͱɺैདྷͷ

ϊンεϦοϓにないでありɺલऀ201�
度άουデザインにɺऀޙ2020度άου
デザインɾϕετ100にɺͦΕͧΕબΕͨɻ
"'0-"ͷϊンεϦοϓɺデザインੑ͕ߴい
໘ɺࢪにख͕͔͔ؒるɻྫ͑ɺ֊ஈ༻
ϊンεϦοϓɺϑϥοτでඒ͠い上͕りに͢
るͨΊɺΘ͟Θ͟౿Έ൘にߔΛ۷ͬͯຒΊࠐΉ࡞
ཧऀࢪऀܭඞཁになるɻͦͷͨΊɺઃ͕ۀ
にΑるਖ਼֬なਤ໘ͱ͔͕ͤܽࣔࢦないɻ

དྷै͖ͨͯ͠ٻΒ͢͜ͱΛݮͷෛ୲Λݱ
ͷͱਅٯͷಛੑΛͭ͜ͱ͔Βɺ"'0-"ͷ
ஈ֊でʮ͔ͨ͠͠ΒങͬͯΒ͑ないͷߏ
でない͔ʯͱい͏৺あͬͨɻ͕ͩɺࢪओͷ
หऀであるݐஙՈ͕ؾにೖͬͯɺ͜ΕΛ͏ͱ
にख͕͔͔ؒるͷでࢪఆ͢るなΒɺͨͱ͑ࢦ
ɺ࠾༻͞Εる͜ͱになるͣͩͱ৴ͨ͡ɻ
͕͠ɺଟ͘ͷݐஙઃࣄܭॴにαンϓ
ϧΛૹりɺചりࠐΜͩͱ͜Ζɺ͕ͯจ͕ೖる
Α͏になͬͨɻίϩφՒでطଘͷചり上͕͛
"-0'"ͨ࢝͠গ͢るな͔ɺ201�にൢചΛ։ݮ
ͷϊンεϦοϓɺചり上͛શମにΊるׂ߹͜
ͦ1ύʔηンτ΄Ͳに͗͢ないͷͷɺ2ͷ
ച上ߴલͷ3ഒۙ͘ͱなるΑ͏なେ෯な৳ͼ
ΛΈͤͯいるɻ

σβΠϯڧԽͱࣾվֵΛஅߦ

ಉࣾͷਓһߏɺ営ۀ෦͕20ਓɺ
ཧ෦͕30ਓɺࣄ෦͕20ਓɺγεςϜ
෦͕5ਓであるɻ෦な͘ɺҕୗઌͷ
でͨ͠ͷΛɺཧ෦ͷՃでϓ
ϨΧοτἥ

ͤΜ


͜͏

Λߦいɺૹ͢るɻຖɺ10छ
ྨͷΛ։ൃͯ͠いる͕ɺ৽ͷاըࣾһ
͔ΒืͬͨΞイデΞΛͱにɺ営ۀ෦͕͜͏ߦ
ͱ͕ଟいɻ
۩ମ的なΈ͜͏ͩɻまͣɺͷ։ൃ
վྑにͭいͯΞイデΞ͕あるࣾһɺ։ൃͷͶΒ
い۩ମ的な༰ɺఆ٬ސなͲΛʮ։ൃγʔ
τʯにهೖ͠ɺ৽ձٞで࠾༻になͬͨΞイデ
ΞΛʮ٬ސϧʔϜʯにఏग़͢るɻ٬ސ
ϧʔϜͱɺ営ۀ෦Λத৺に֤෦͔Βूまͬͨ
5ਓΛϝンόʔͱ͢るاըνʔϜでɺఏग़͞Εͨ
ΞイデΞΛݕ౼͢るɻ͜͜でɺまͩϥϑεέο
νͷஈ֊であるɻ࣍にɺһ͕ՃΘるୈ1࣍ͷデ
ザインϨϏϡʔձٞ（ʮ%3�1ʯͱশ͢る）でɺ3%
ϓϦンλʔでͭͬͨ͘࡞ࢼΛͱにɺܗঢ়ੇ
๏Λ֬ೝ͠ɺ։ൃにਐΉ͔Ͳ͏͔ܾఆ͢るɻ͞Β

ʮ"'0-"ʯϒϥンυͷ֊ஈ༻ϊンεϦοϓ
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にɺୈ2࣍ͷ%3�2でɺۚܕۚΛؚΊͯίε
τΛࢉग़͠ൢചՁ֨ͱॳ度ͷൢചྔΛఆͯ͠
る͔൱͔ܾఆ͢るɻ࢝͢Λ։࢈ྔ
։ൃͷϓϩηεΛ͡Ίɺސになͬͨ֎
෦デザイφʔͷఏҊΞυόイεɺ経ݧにཪଧ
ͪ͞Εͨͷでありɺઆಘྗあ͕ͬͨɺಉࣾに
ۀ以དྷ積ΈॏͶ͖࣮ͯͨͱތり͕あるɻࣾ
֎ͷਓにいΖいΖݴΘΕͨ経͕ݧな͔ͬͨͨΊɺ
ॳൃ͢るࣾһগな͘な͔ͬͨͱい͏ɻྫ࠷
͑ɺ͠ΜͩϩΰΛม͑る͖ͩͱ͞ࠂ
Εͨͱ͖にɺࣾͱ։ൃ୲औకͷ΄͔
にɺ΄ͱΜͲࢍಉऀいないΑ͏ͩͬͨɻ
͔͠͠ɺ50ۀपͱい͏અにɺࣾ վֵ
デザインڧԽΛߦΘないͱͨ͠ΒɺҰମい࣮ͭߦ
͢るͱい͏ͷ͔ͱҪ౦ࣾͯ͑ߟいͨɻചり上
͕͛མ͔ͪͯΒでいɻͦ͏なるલにɺ৽ͨな
खΛଧͭඞཁ͕あるɻ݄2ճͷ営ۀઓུձٞࣾ
һΞンέʔτɺཱ50पͷه೦ࣄߦなͲɺ͞ ま
͟まなػձΛͱΒ͑ͯɺҪ౦ࣾͷ͑ߟͱܾஅΛ
͠ɺࣾһにཧղͯ͠Βͬͨɻ

άουσβΠϯडͰࣾһೲಘ

201�にɺ"'0-"ͷ֊ஈ༻ϊンεϦοϓ
͕άουデザインΛडͨ͠ͷɺಉࣾͷࢦ
ҧͬͯいない͜ͱΛূ໌ͨ͠ɻઌ͕ࣾؒํ͢
ͷࠒにɺ-&%͖֊ஈりࢭΊでಉにઓ
ͨ͜͠ͱ͕あ͕ͬͨɺͦͷͱ͖མબͯ͠͠まͬ
ͨɻデザインΛ௨ͯ͡ԿΒ͔ͷղܾΛਤるͱ
い͏ҙ͕ࣝりな͔ͬͨΑ͏ͩɻ
֊ஈ༻ϊンεϦοϓɺެࢪڞઃΛத৺に
ݐங͕ݟ͞Ε͖ͯͯいるͷにɺͱௐ͢
るϊンεϦοϓ͕ないͱい͏ҙ͕ࣝഎܠにあ
るɻ͕ͩɺ͜ͷҙࣝΛͱͯ͠۩ମԽ͢る
ͷಠྗで͘͠ɺࣾ֎デザイφʔͷݟϊ

ϋ͕͔ܽͤな͔ͬͨɻࣾ֎デザイφʔͷఏݴ
にෆ満ΛͬͯいͨࣾһɺडΛػに͑ߟΛվ
Ίͯいͬͨɻࠓでɺࣾ֎デザイφʔͱ٬ސ
ϧʔϜͷڠಇεϜʔζになͬͨɻ
デザイφʔͷॏཁੑΛͬͨಉࣾである͕ɺࠓ

ͷͱ͜Ζࣾにデザイφʔいないɻ"'0-"ͷ
ചり上͛まͩগな͘ɺデザイφʔΛ࠾༻ͯ͠
ेな͕ࣄない͔Βであるɻ"'0-"にେ͖
なظΛͯ͠いる͕ɺ͠ࢪ͢いͱい͏ͷґ
વͱͯ͠ಉࣾͷڧΈであるɻޙࠓɺ"'0-"ͷചり
上͛৳ͯ͠い͖ͨい͕ɺैདྷ͔Βͷ͕܈
ചり上͛ͷଟ͘ΛΊるঢ়گมΘΒないͩΖ͏
͠ɺͯ͢ͷΛデザインॏࢹに͢るͭり
ないɻまͨɺࣾ֎ͷデザイφʔ͔ͩΒͦ͜ಉࣾͷ
͕Α͘Έ͑るͱい͏͜ͱあるɻ໘ࣾ
֎デザイφʔΛ׆༻͢るํ͕ΑいͱҪ౦ࣾߟ
͑ͯいるɻ
ಉࣾにͱͬͯɺデザイン৽͠い٬ސΛ֫ಘ͢
るͨΊͷखஈͩͬͨɻ͕ͩɺࣾ֎デザイφʔͷڠ
ྗあͬͯɺ৽ͷ։ൃશࣾ的な経営վֵに
までൃలͨ͠ɻデザインにɺۀاΛม͑るྗ͕
ある͜ͱͷূ໌ͱい͑Α͏ɻ

ʮ"'0-"ʯϒϥンυͷమࠎϞϧλϧ֊ஈ༻ϊンεϦοϓ
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締め付け工具の専門メーカー

㈱兼古製作所は、手回しのドライバーや電動ド
ライバーに差し込むビットなど、ネジやボルトを
締め付ける工具を製造している。軸の金属加工や
熱処理から、持ち手のプラスチック成形、部品の
組み立てまで、社内で一貫生産できる体制を構築
している。ドライバーの軸に使う素材は用途に応
じて使い分けるが、過酷な環境で使用されるもの
には、同社独自のクロム・モリブデン・バナジウ
ム合金鋼を使用している。プラスドライバーの刃
先は切削加工で、マイナスドライバーの刃先は鍛
造でそれぞれつくるが、どちらも100分の1ミリ
メートル単位の精度を出すことができる。
「ANEX」のブランドで販売する自社製品だけ

ではなく、大手量販店のプライベートブランドな
どOEMで生産するものもある。ドライバーは成
熟した商品であり、差別化競争が激しい。同社も
毎年10アイテムほどの新製品を出している。そ
の結果、サイズや色の違いまで含めれば、生産す
る工具の種類は、自社ブランドの製品が約1,400
種類、受託生産のものが約4,000種類と、合計5,400
種類にもなる。

売上高の構成比をみると、手回しのドライバー
が約4割を占め、残りの約6割を電動ドライバー
のビットやアタッチメントが占めている。国内に
ドライバーの専業メーカーは5社ほど存在してい
るが、売上高でみると同社は2位につけていると
いう。

技術開発の連続

創業当初は、ドライバーの刃先を地元の鍛冶屋
に鍛造してもらうなど、金物の産地である三条市
の分業体制を利用して製造を始めた。やがて、ミ
シン部品やオートバイ・自動車部品のメーカーの
納入ルートを得意先とすることに成功し、市内に
工場を新設して独自量産技術の開発に取り組むよ
うになる。

まず、木製だったドライバーの柄をプラスチッ
クに変えたことにより、低コストで大量生産する
ことが可能になった。また、熱間鍛造でつくって
いたマイナスドライバーの刃先を、冷間鍛造でつ
くるようにした。冷間鍛造は金型などのコストは
かさむが、熱間鍛造と違って酸化被膜ができない
ため、研磨工程を省くことが可能となり、生産の
スピードも速い。その後も技術開発を続け、現在
では同社が保有する特許と実用新案は合わせて
84件にもなる。

独自技術の開発と同時に、外注していた工程の
内製化を進め、金属部品のプレスや熱処理、表面
処理に加え、プラスチックの射出成形もできるよ
うにした。金属部品の切削加工については多くを
内製しており、さまざまな形状のネジ回しや特殊
形状の工具にも対応できる。今では、メッキ工程
を除いて、最終組み立てまで社内で行える体制を
整えた。量産体制の確立と独自技術の開発で、他
社との差別化を図り、同社は今日の地位を築いた
のである。

事例4　㈱兼
かねこ

古製作所
 38年連続でグッドデザイン賞に挑戦
 デザインでユーザーの課題を解決する思考の定着

代 表 者 兼古 耕一（かねこ こういち） 事業内容 作業工具の製造・販売
創 業 年 1949年 所 在 地 新潟県三条市
資 本 金 3,000万円 Ｕ Ｒ Ｌ http://www.anextool.co.jp
従業者数 180人
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σβΠϯʹྗʹػೖΛࢀͷࢢ:*%

ɺಉࣾͷ࣌Ұ͕ࣾೖࣾͨ͠1�77ߞݹ݉
ചり上͛ͷ�ׂ以上͕ϛγンͷଐ༻۩ࣗಈ
ंɾΦʔτόイͷࡌ۩ͩͬͨɻ͜͏ͨ͠
Ձܾ֨ఆ͕ݖな͘ɺৗにίετμン͕ٻΊΒ
Εるɻ݉ࣾݹಠࣗでɺ৽ͨな
ൢ࿏Λ։͠な͚Εੜ͖Εないͱ͡ײ͘ڧる
Α͏になͬͨɻ
ͪΐ͏ͲͦͷࠒɺΒ͠༨Ջͷॆ࣮ΛٻΊる
りɺ͓͕ͯͬにࠃͷԼでɺ%*:ͷಈ͖͕શ࣌
ϗʔϜηンλʔ͕֤にग़ళͯ͠いͨɻͦ͜でɺ
ϗʔϜηンλʔ͚Λѻ͏にചりࠐΈΛ
͔͚͕ͨɺطଘͱͷ໌നな͕ࠩないݶりɺ৽
ͷΛΘ͟Θ͟ѻ͏ཧ༝ないͱɺ૬खに͞ࢀ
Εな͔ͬͨɻ
໌Β͔なࠩผԽΛ࣮͢ݱるにͲ͏͢ΕΑい
͔ɻ%*:Λങ͏ͷɺݸਓͷফඅऀであるɻ
൴ΒՁ͚֨ͩでな͘ɺͨݟॏ͢ࢹるɻϒ
ϥンυڧ͕ࢤいਓいるɻͦ͜でɺ݉ࣾݹ
ઌͷࣾにデザインΛڧԽ͠ɺػඒΛ͢ڀ
る͜ͱΛఏҊͨ͠ɻデザインにΛ͚ͨͷɺ
ͱ͔ͨͬ͜ߴ͕以લ͔Βඒज़にؔ৺͕ࣾݹ݉
あるɻϗʔϜηンλʔ͚ͷίンηϓτ౷
Ұ͠ɺ1�86にಠࣗϒϥンυͷ"/&9（"DUJPO�/JDF�
��&YDFMMFOUͷུ）Λཱͪ上͛ͨɻ

άουσβΠϯͷޮՌΛΈࠐΜͩઓུ

"/&9Λཱͪ上͛る2લͷ1�84にɺ࣌
͕デザインࣾݹΛ݉ͯ͠いͨ݉ۀը։ൃا
୲ͨ͠ɺϋンυϧΛͪ࣋ସ͑ͣにखटͷ෮
ಈ࡞でωδΛకΊΒΕるϥνΣοτυϥイόʔ͕
άουデザインΛ֫ಘ͢るɻͦΕ以དྷɺࠓま
で38࿈ଓでಉͷいͣΕ͔ͷ෦にͯडΛ
ଓ͚ͯいるɻ͓͔͛でɺγンϓϧでい͢いͱ
い͏"/&9ͷイϝʔδཱ͕֬͠ɺࢢにਁಁ͠
ͯいるɻ

ͪΖΜɺデザインΛຏ͘ྗɺଞࣾ৺
にͯͬߦいるͣであるɻ͔͠͠ɺຖɺάου
デザインにઓ͠ଓ͚ɺडΛউͪऔりଓ͚る
ͱい͏ɺखؒίετ͔͔るۀ࡞Λଓ͚ͯいる
ͷಉ͚ࣾͩであるɻԿ࿈ଓͯ͠डͯ͠い
るͱなΕɺϗʔϜηンλʔͷόイϠʔফඅऀ
ͷΈるมΘるɻ"/&9ͷॱௐにചり上
͛Λ৳͠ɺࠓでϗʔϜηンλʔ͚ͷചり上
͕͛શମͷ6ׂΛΊるまでになͬͨɻ
άουデザインΛड͢るޮՌେ͖いͱ
ɻάουデザイン༏Εͨデザ͏ݴࣾݹ݉
インである͜ͱͷূ໌でありɺडͷূ͠である
(ϚʔΫΛͷΧλϩάύοέʔδに͚ͭる
͜ͱでফඅऀͷૌ͢͠૿͕ྗٻɺίϐʔ
ͷ੍ݗになるɻ͞ま͟まなϝデΟΞΛ௨ͯ͠ࠃ
֎にΞϐʔϧͯ͠Β͏͜ͱ͕で͖ɺࣗࣾでએ
͢るΑりޮՌ͕あるɻ
ͦ͜でಉࣾɺ経営ઓུͷҰͱͯ͠ຖάο
υデザインにԠืͯ͠いるɻ։ൃͷΞイς
ϜにɺඞͣडΛҙࣝͨ͠ΛೖΕɺ։ൃε
έδϡʔϧΛάουデザインͷ৹ࠪεέδϡʔ
ϧに߹Θͤͯいるɻ
ͨͩ͠ɺάουデザインͷ৹ࠪج४ඇެ։
でありɺ࣌ͱͱにมԽ͢るɻ৹ࠪһͷإ৮Ε
มΘる͔ΒݧࢼରࡦͷΑ͏な͜ͱで͖ないɻ
ੑ͕ඞਢでɺデザインΛ८るۀاશମͷऔり

Ұࣾߞݹ݉
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ΈධՁͷରになるɻड͠ଓ͚る͜ͱ͕経
営ͷにཱͭͱい͑ɺ؆単な͜ͱでないɻ։
ൃνʔϜ͕͡ײるϓϨογϟʔେ͖͘ɺʮ࿈ଓड
్͕ΕͨΒɺָになるͷにʯなͲͱい͏ஊ
ͨͼͨͼग़る΄Ͳͩɻ
ಉࣾͷデザインػඒΛ͢ڀるͷであ
りɺ"/&9ͷ͏ਓͷෛ୲ΛΒ͛ͨりɺ
๊͕͑るΛղܾͨ͠り͢るͷ͔りでݱ
あるɻ͜Ε͕࿈ଓडͷཁҼになͬͯいるͱ͑ߟ
ΒΕるɻྫ ͑ɺ2020にडͨ͠ిࣄؾ༻ͷ
τϧΫυϥイόʔωδͷకΊ͚͗͢Λ͢ࢭ
るであるɻ
ࢠでɺωδΛకΊ͚͗͢るͱࣄؾి
͕ഁଛ͢る͓ͦΕ͕ありɺకΊ͕いͱ෦ͷ
མൃނࣄͷ৺͕あるɻϕςϥンྗՃ͕ݮ
Θ͔る͕ɺ経ݧͷઙいएखに͠いɻͦͷɺ
͜ͷτϧΫυϥイόʔɺదਖ਼なకΊ͚۩߹い
（τϧΫ）にୡ͢るͱɺ͕ۭ࣠ճり͢るΑ͏に
なりɺඞཁ以上にకΊ͚る৺͕ないɻ
まͨɺ࠷దなτϧΫωδͷαイζ͝ͱにҟ
なるͷでɺτϧΫผにΞμϓλʔΛͭ͘りɺͦ
ΕΛϏοτに͚ସ͑ͯ༻で͖るΑ͏にͨ͠ɻ
ΞμϓλʔτϧΫผに৭͚ͨ͠ɻ͜ Εʮҙ
ຯͷあるΧϥʔϦンάʯでɺ۩ശͷな͔͔Βऔ
りग़͢ͱ͖にɺඞཁなΞμϓλʔ͕͙͢にΘ͔る
͠ɺྗࢹͷऑいਓで৭でࣝผで͖るɻ۩Λ୳

ল͚る͏͑ɺؒҧͬͨτϧΫでωδΛ͕ؒ࣌͢
కΊる͜ͱないɻ͜ ͏ͨ͠։ൃͷഎܠにɺ
ϕςϥン͔Βएखͷٕঝ͕ࣾܧձ的なͱ
なるな͔ɺ୭͕దにۀ࡞で͖ɺऀۀ࡞ͷෛ୲
Λܰ͠ݮΑ͏ͱい͏ࢥい͕あるɻ
201�डͷʮઈԑϏοτʯɺނࣄిײΛ
͙ͨΊに։ൃͨ͠ͷͩɻͦΕまでɺిಈυϥイ
όʔ༻Ϗοτにઈԑର͞ࡦΕ͕ͨな͘ɺి
ͱిಈυϥイόʔͷຊମにまで௨ి͏でࣄؾ
Ε͕あͬͨɻ͓ͦ͢͜ىΛނࣄిײͯ͠
ͦ͜でɺ߯ͷϏοτΛೋͭにׂ͠ɺϓϥε
νοΫでଓ͢る͜ͱでిؾΛःஅͨ͠ɻͭない
ͩ෦ಁ໌なϓϥενοΫでΧόʔͯ͠あるͷ
でɺઈԑ͞Εͯいる͜ͱ͕ҰでΘ͔るɻまͨɺ
ϏοτͷઌまでൽບΛ͠ࢪɺి൫でͯͬ
γϣʔτΛ͜͞ىない͞Εͯいるɻͦͷͨ
Ίɺऀۀ࡞҆৺ͯ͠ిಈυϥイόʔΛ͜͏ͱ
͕で͖るɻ

ӦτοϓがσβΠϯʹਂؔ͘༩ܦ

デザインにྗΛೖΕ࢝Ί͔ͯΒ͠Β͘ɺ݉
͕ࣗデザインͨ͠りɺࣾ֎ͷデザイφʔࣾݹ
にґཔͨ͠りͯ͠Λ։ൃͨ͠ͱい͏ɻࣾ֎ͷ
デザイφʔにґཔ͢るͱ͖ɺؙ͛͢るΑ͏な
͜ͱな͘ɺ݉ࣾݹ͕ࣔࢦ͔͘ࡉΛग़ͨ͠ɻͩ
͕ɺࣾһͷྗ͕上͖ͯͨ͜͠ͱ͔Βɺ݉ࣾݹ
͕デザイン͢る͜ͱݮりɺ͜ͷ10΄Ͳ
デザインΛࣾһにͤるΑ͏になͬͯいるɻ
ը։ൃا͏ߦһ180ਓͷ͏ͪɺ։ൃΛۀै
෦10ਓ程度であるɻࣾにɺେֶでデザ
インΛֶΜͩࣾһいる͕ɺύοέʔδΧλϩά
ͷデザインΛ୲͓ͤͯ͞りɺͷઃܭデザ
イン୲ͯ͠いないɻͷઃ͕ऀܭデザイン
୲͢るɻ
ݹるͷɺ݉͢شࢦにΘͬͯ։ൃΛࣾݹ݉
ࣾͷࢠଉでৗͷ݉ݹರ࢙͞Μͩɻರ࢙͞Μ
ۀଔߍ෦͚ͩでな͘ɺデザインͷઐֶֶ

ઈԑϏοτ
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ͯ͠いる͕ɺ΄͔ͷ෦һデザインͷษڧΛͯ͠
͖ͨΘ͚でないɻػඒͷػい
͢͞ɺ҆શੑΛ݁ͨ͠ٻՌͱͯ͠දΕるͷで
ありɺにؔ͢るࣝ経͕ͦ͜ݧॏཁ͔ͩΒ
ͩɻͦͷͨΊɺデザインにؔ͢るࢿྉΛ෦でճ
ཡ͢る͘ΒいでɺࣾһΛデザイφʔͱͯ͠ҭ͢
るΑ͏な͜ͱಛにͯ͠いないɻ
ͦͷΘりɺ։ൃͷ୲ऀに͏ਓͷ
Λฉ͘ػձΛઃ͚ͯいるɻ߹にΑͬͯɺ։ൃ
୲ऀであͬͯɺϢʔザʔͷͱ͜Ζग़
いͯ࡞ࢼͷධՁΛड͚ͨりཁΛฉ͖औͬͨり
͢る͜ͱ͕あるɻまͨɺలࣔձにࢀՃͨ͠営ۀ୲
ऀ͔ΒϢʔザʔͷΛฉ͘͜ͱଟいɻࣾ
ɺઐళ͕ओ͢࠵るలࣔձɺଟいͱ͖ຖ
िͷΑ͏に֤で։͔Εͯいるɻ͜͏ͨ͠లࣔձ
でɺ৽ͷώンτにͭな͕るෆ満Λฉ͚るɻ
ফඅऀϢʔザʔͷΛฉいͯͦ͜ɺ͏ਓにد
りఴͬͨ։ൃɺデザイン͕Մになるɻ

σβΠϯॏࢹはࣾ֎ʹਁಁ

ͷデザインઓུにͭいͯɺࣾһ͔Βࣾݹ݉
ಛに߅な͔ͬͨͱい͏ɻ݉ࣾݹ͕͑ߟる
デザインɺあ͘までྑい۩Λͭ͘るͷ͕ͶΒ
い͔ͩΒͩΖ͏ɻຖɺάουデザインにԠื
͠ɺड͖ͯͨ͜͠ͱあͬͯɺࣾһにデザ
インͷॏཁੑ͕ཧղ͞Εͯいるɻ
ಛに営ۀ෦デザインͷҙ͕ࣝߴいɻػ
ඒ͚ͩでな͘ɺϗʔϜηンλʔͷചりにฒΜ
ͩͱ͖にɺΛҾ͘デザインにͯ͠΄͠いͱจ
ͯ͘͠る͜ͱあるɻ営ۀ୲ऀ͕ؾにೖͬͨデ
ザインͷചΕྑ͕͖ߦい͕あるͷでɺ
෦ɺଞࣾͷۀը։ൃ෦ཁΛฉ͘ɻ営ا
にͭいͯৄ͠いͷでɺ։ൃ୲ऀ͕営ۀ෦

に૬ஊ͢る͜ͱ͘͠ないɻ
ͨͩ͠ɺデザインͷڧԽにΑͬͯചり上͕͛Ͳ
Ε΄Ͳ૿Ճͨ͠ͷ͔ɺ͔͚ͨίετにऩӹݟ߹
͏ͷ͔なͲྔ的なଌఆで͖ͯないɻデザイン
ઓུͷ͠いͱ͜Ζͩɻ͔͠͠ɺྑいデザインͷ
͘ചΕるɻ"/&9ͷ۩にɺൃ ച͔Β
10経ͬͯചΕଓ͚るগな͘ないɻۙ 
ɺデザインΛॏ͢ࢹるফඅऀ͕૿͓͑ͯりɺ
"/&9ͷ۩ͦ͏ͨ͠٬ސͷχʔζにԠ͑ͯ
いるͱ݉ࣾݹΈͯいるɻ
まͨɺʮデザインにྗΛೖΕͯいるۀاʯͱい͏
イϝʔδ͕ɺফඅऀۀքɺҬにਁಁͨ͜͠ͱ
ɺデザインઓུͷޮՌͱͯ͛͠ڍΒΕるɻྫ͑
ɺ࠾༻໘でɺάουデザインͷ࿈ଓड
にಌΕΛ๊いͯདྷͨͱ͔ɺ以લ͔Βಉࣾۀا
ΛѪ༻ͯ͠いるͱ͔ͱい͏ਓ͕গな͘ないɻࣾ֎
͚ͩでな͘ɺデザインで༗໊なۀاͱい͏͜ͱ
にތりΛͬͯいるࣾһଟ͘ɺࣾһͷϞϥʔϧ
Ξοϓにͭな͕ͬͯいるͱい͏ɻ͜ΕΒɺデ
ザインઓུΛ͘ଓ͚͖͔ͯͨΒͦ͜ಘΒΕͨޮ
Ռͱい͑るɻ

εϦϜઈԑυϥイόʔ
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第3章　中小企業がデザイン経営に取り組むポイント

第1章では、デザインを経営に取り入れること
は、製品を差別化するにとどまらず、企業が抱え
るさまざまな問題を解決し、企業の競争力を高め
ることを既存の資料を用いて説明した。第2章で
は、グッドデザイン賞を受賞した中小企業を取り
上げ、デザインを通じて経営課題に取り組んでい
る事例を紹介した。第3章では、これらの事例を
踏まえて、中小企業がデザインを経営に取り入れ
る際のポイントを整理する。

1　デザインは特別なことではない

デザインは、ユーザーが抱える問題を解決した
り、消費者のニーズに応えて生活を豊かにしたり
するものである。つまり、デザインは専門家でな
ければできないというものではなく、ものづくり
企業であれば、多かれ少なかれ、取り組んでいる
ことなのである。例えば、花岡車輌㈱のデザイン
は、台車を使う人がより快適に、より安全に作業
できるようにするものであるが、メーカーであれ
ば当然のことだといえよう。

新しいデザインのヒントも普段の仕事のなか
にある。特に企業向けの製品は、ユーザーが明確
であるだけに、自社の製品がどのように使われて
いるのかを知る機会も、ユーザーの具体的な悩み
を聞く機会も多いはずだ。㈱兼古製作所は38年
連続でグッドデザイン賞を受賞しているが、どの
製品も頭のなかだけで考えられたものではなく、
ドライバーを使う現場をよく知ることで考案され
たものである。換言すれば、身近なところでヒン
トを探すからこそ毎年新たなデザインが生まれる
といえる。

このように、目的の先に人を見据えたデザイン

というのは、大企業よりも、経営者とエンドユー
ザーとの距離が近い中小企業に向いているといえ
るだろう。

2　デザインと技術はセット

新たなデザインは、既存の技術だけでは実現で
きないことが少なくない。㈱薫寿堂のHA KOと
紐
ひも

のお香は、どちらも特許を取得した技術がベー
スにある。㈱アシストのAFOLAも、特許を取得
済だ。㈱兼古製作所は、すべてがデザインのため
ではないが、80件を超える特許・実用新案を取得
している。既存の製品が解決できていない問題に
取り組むのだから、新たなデザインに新たな技術
や工夫が求められるのは当然である。

経済産業省・特許庁の『「デザイン経営」宣言』
では、新しい技術（発明）を社会に実装するため
の手段がデザインだとするが、逆にデザインが新
しい技術を生み出すことも少なくない。基礎研究
にリソースを割くことができない中小企業では、
むしろデザインが技術開発のきっかけになること
が多いと思われる。ものづくりに取り組む中小企
業が、技術力を高めたいのであれば、デザインに
取り組むことが有効な手段の一つになる。

3　外部デザイナーの起用法

デザインが、ものづくり企業にとって特別なこ
とではないとはいえ、専門的な知識やスキルが不
要だというわけではない。グッドデザイン賞を受
賞した製品をみても、企業の規模を問わず、デザ
イン事務所を起用したものが少なくない。

ただ、外部のデザイナーを起用すれば、当然な
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がら費用がかかる。ごく簡単なロゴや名刺のデザ
インであれば、クラウドソーシングを使って数万
円程度で済ませることも可能だが、プロダクトデ
ザインとなると、数十万円、有名なデザイナーや
実績のあるデザイン事務所に依頼すれば、数百万
円になることもある。資金に制約がある中小企業
にとっては簡単に発注できるものではない。

事例を踏まえると、費用をかけてでも専門のデ
ザイナーを起用した方がよいと思われるケースは
三つある。

第1に、従来とは異なる市場に参入しようとす
る場合である。㈱薫寿堂は、線香メーカーとして
は実績があるが、室内香メーカーとしては新参者
であり、勝手がわからない。紙のお香をつくる技
術はあっても、それを商品化することが難しかっ
た。そこで、東京のデザイン事務所の力を借り、
葉っぱの形をしたお香が生まれた。

㈱アシストは、長年ノンスリップを製造してき
たが、施工現場の役に立つことを優先し、建築家
に好まれるという視点をもって製品を開発してこ
なかった。そのため、どのようなノンスリップな
ら建築家に採用してもらえるのかがわからなかっ
た。そこで、建築関係に強いデザイナーを起用し
たのである。

逆に、熟知した市場でデザインを行うのであれ
ば、外部デザイナーの必要性は乏しい。㈱兼古製
作所は、毎年10アイテムほどの新製品を開発し
ているが、デザインは原則として社内で行ってい
る。2012年に入社した兼古敦史常務は、デザイン
学校でプロダクトデザインを学んだが、開発チー
ムにデザインを本格的に勉強した人はいない。そ
れでも、毎年グッドデザイン賞を受賞している。
デザインでは、ユーザーや消費者を観察して問題
をみつけ、解決する能力が何よりも重要なのだと
いうことがわかる。

なお、外部デザイナーの協力は製品の企画にと
どまらない。㈱薫寿堂の場合、デザイナーがもつ

ネットワークを利用して新規の販売先も開拓でき
た。実績のある工業デザイナーは、デザインの能
力だけではなく、さまざまな市場について情報や
人脈をもっていることが多い。新たな市場に参入
する際は、マーケティングや販路の開拓も必要に
なるから、コストがかかったとしても、外部のデ
ザイナーを起用するメリットは大きい。

第2に、製品の話題性を高めたい、製品に箔を
つけたい、製品の完成度を高めたいといった場合
である。有名デザイナーがかかわれば、マスコミ
で紹介される機会も多い。デザイナーの知名度を
利用して製品の宣伝をするわけである。有名デザ
イナーの起用は、社員に対しても、デザインに力
を入れることの意思表明になるだろう。

もちろん、依頼先は、有名だというだけではな
く、社内でデザインするよりも的確に意図を表現
してくれるデザイナーでなければならない。花岡
車輌㈱は、DANDY Xの開発に当たってデザイン
の一部をあえて外注したのだが、デザイナーの知
名度だけではなく、そのデザイナーなら「強さの
なかにもつ機能的な美しさ」というDANDYの特
徴を自分たちよりもうまく表現してもらえると考
えたからだという。

第3に、デザイン経営について本格的に勉強し
たいという場合である。花岡車輌㈱の花岡雅さん
や㈱兼古製作所の兼古敦史さんのように、経営陣
にデザインを学んだ人がいれば独力でデザイン経
営を進めることもできるが、そうでなければ㈱ア
シストのように社外のデザイナーに教えてもらう
のが効率的だ。実績のあるデザイナーであれば、
従業員への説得力もあるだろう。

また、デザイン経営は、花岡車輌㈱や㈱アシス
トの例が示すように、業務改革や経営改革につな
がる。製品の差別化や販路の開拓、新規事業の創
出など個々の問題だけではなく、企業そのものを
変えたいというとき、外部のデザイナーを起用し
てデザイン経営に取り組むことも、効果的な選択
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肢の一つになるだろう。
最後に、外部のデザイナーを起用する場合の注

意点を挙げておこう。それは、どれほど有名なデ
ザイナーであってもデザイナー任せにしてはいけ
ないということだ。花岡車輌㈱は、初めて有名な
デザイナーに依頼したとき、一流のデザイナーに
は口出ししない方がよいと考えた。だが、出来上
がった図面は、製造不可能なものだった。外部の
デザイナーを起用する場合は、製品の開発意図や
ターゲット、予算など、社内の開発チームと同じ
情報を共有させ、できるだけ具体的な指示を出し
ていく必要がある。

4　一過性のイベントで終わらせない

デザインへの取り組みは一過性のイベントで
はなく、継続し、企業文化として定着させなけれ
ばならない。ブランドの構築はもちろんのこと、
デザインを経営に取り入れた成果は一朝一夕に得
られるようなものではないからである。

例えば、㈱兼古製作所のANEXは、職人にも消
費者にもよく知られるブランドになっているが、
企業としても他社がまねできない取り組みを行っ
ている、デザインに力を入れているという評価が
業界や地域に定着し、社員のやりがいにつながっ
ている。採用面でも効果を発揮している。1度や2
度グッドデザイン賞を受賞したくらいでは得られ
ない成果である。

また、花岡車輌㈱は、デザインに注力するよう
になってから業績が向上しているが、同時に地域
の情報を発信するウェブサイトで紹介されたり、
テレビのバラエティ番組で取り上げられたり、ま
た有名なセレクトショップ向けの製品を開発した
りと、近隣の住民や消費者にも認知されるように
なっている。こうした出来事は社員の励みになる。
これも10年続けてきたからこその成果だ。

とはいえ、デザインを経営に定着させることは

容易ではない。成果が表れるまでには長い時間が
必要なうえに、デザインがどれくらいの成果をあ
げたかをデータで示すことが難しいからだ。事例
の4社も、業績や売り上げの伸びにデザインがど
の程度貢献しているかを示すことはできないとい
う。仕事の成果が具体的にわからないと自分たち
のやっていることが正しいのか判断できず、従業
員はデザインの必要性に懐疑的になってしまうか
もしれない。

また、デザインを経営の中心に据えようとする
と、しばしば業務や組織の改革につながる。デザ
インに限ったことではないが、従来のやり方を変
えようとすれば、社内には反発が生まれる。花岡
車輌㈱や㈱アシストでは、取り組みの当初はささ
いな変更にも反対があったという。

こうした問題を解決していくのに最も重要な
のが、デザインが経営に不可欠なものであり、失
敗や摩擦を恐れずやり遂げるのだという経営者ま
たは経営陣の信念と覚悟だ。事例の4社とも経営
者や経営陣がデザインの必要を確信し、デザイン
開発を主導している。

もちろん、経営者一人が頑張ってもブランドの
構築は難しく、デザインが企業文化になることも
ない。製品開発を担当する社員だけではなく、で
きるだけ多くの社員を巻き込んでいくことが重要
である。

例えば、花岡車輌㈱のDANDY Xは、作業者の
負担や作業現場の騒音を軽減することなど、社会
的な問題の解決を追究しているが、営業担当がデ
ザインの意図を理解しなければ、それまでの台車
と同様に価格競争に巻き込まれ、ブランドの再構
築は難しかったかもしれない。デザインは、企業
が実現したい理念や価値をユーザーや消費者に伝
えるメッセージである。個々の従業員がそれぞれ
異なるメッセージを発信していたのでは、ブラン
ドは築けないのだ。

また、デザインのヒントはどこにあるかわから
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ない。企業がどのような製品をつくりたいのかを
多くの社員が知っているほど、ユーザーが抱える
問題や消費者のニーズを見逃すことも減る。事例
企業のように、機会があるごとにデザインの重要
性を説明したり、デザインの意図を共有したり、
従業員がデザインのアイデアを自由に発言できる
制度を設けたりするとよい。

デザインの効果をデータで示すことは難しい
が、感じとることは必ずしも不可能ではない。花
岡車輌㈱では、顧客から「最近、変わったね」と
言われたことで、社員がデザインの効果を実感す
るようになったという。

このように企業の外から評価されることは、社
員のデザインに対する疑問を解消し、デザインへ
の関心を高める。多くの社員を巻き込むには、顧
客から声をかけられるのを待つのではなく、SNS
やプレスリリースを活用して積極的に情報発信し
たり、グッドデザイン賞のような表彰制度に応募
したりして、外部の評価を確認する機会を増やす
とよいだろう。

5　産業財産権の取得とその管理

優れたデザインは模倣されるリスクがある。海
外の企業がコピー製品を製造することも多く、模
倣品を完全に市場から排除することは難しいが、
自社の権利を守るには意匠登録が必要である。デ
ザインに伴って、新たな技術を開発した場合は特
許権を、形状や構造を工夫した場合は実用新案権
を、それぞれ取得することも必要になる。ブラン
ドの構築には製品やブランドの名称やロゴなども
大切なので、商標権も重要だ。

これら四つの知的財産権を産業財産権という
が、すべての産業財産権を取得しなければならな
いわけではない。製品やブランドを守るために必
要なものだけを取得すればよい。例えば、㈱アシ
ストは、AFOLAの商標権とノンスリップの意匠

権を取得し、特許権も取得済である。一方、㈱薫
寿堂の紙のお香と紐

ひも

のお香は、特許権と商標権を
取得しているが意匠権は取得していない。

産業財産権は、取得するにも維持するにもコス
トがかかる。特許庁のウェブサイトによると、意
匠登録の出願料は16,000円で、登録料は、3年目
までが年8,500円、4年目から存続期間の上限で
ある25年目までが年16,900円となっている。登
録が認められずに再審請求したり、他企業から異
議申し立てがあって特許庁に判定を請求したりす
れば、その都度費用がかかるし、諸手続きを弁理
士に依頼すれば、その費用もかかる。

また、当然ながら登録料を納付しなければ意匠
権は消滅する。25年分を前払いするなら別である
が、権利を維持するためには納付日を忘れないよ
う管理しなければならない。特許権や商標権につ
いても同様であり、取得した産業財産権が多いほ
ど、その管理には費用も手間もかかる。

80を超える特許権・実用新案権と100を超える
意匠権をもつ㈱兼古製作所の場合、意匠権は社内
で書類を作成して出願しているが、特許権と実用
新案権は特許事務所に手続きを委託している。権
利期限の管理は開発部がパソコンを使って行って
いる。出願費用と維持費は合わせて年に300万円
ほどになるという。もし費用対効果が小さいと判
断するのであれば、産業財産権を取得しないとい
う判断もあり得る。

自社のデザインを守るだけではなく、自社のデ
ザインが他社の産業財産権を侵害していないか確
認することも必要だ。㈱薫寿堂は、当初考案した
紙のお香の製法がフランス企業の特許権を侵害す
ると知り、製法を変更したという。

特許庁の「特許情報プラットフォーム」という
ウェブサイトを利用すれば、競合する企業の名称
や「台車」「お香」など製品の種類、「感電防止」

「滑り止め」といった機能など、さまざまなキー
ワードで既存の産業財産権を検索できる。弁理士
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に依頼して調べてもらうことも可能だ。せっかく
デザインした製品が販売できなくなる事態を避け
るため、ある程度製品の構想が固まったら、既存
の産業財産権をチェックしておくべきである。

＊ ＊ ＊

繰り返しになるが、ものづくり企業にとってデ
ザインは決して難しいことではない。もちろん、
デザインの完成度を高めるには専門的な技術やス
キルが必要になることもあるが、今日のデザイン
に求められている、使う人の身になったものづく
りは、多くの中小製造業が得意とするところであ
るはずだ。

しかも、中小企業がデザインに取り組む環境は
かつてないほど整っている。例えば、3次元CAD
で作成したデータがあれば、3Dプリンターを使っ
て簡単に試作品やモックアップをつくることがで
きる。業務用3Dプリンターの価格は性能や機能
によってさまざまだが、100万円を下回るものも

あり、中小企業でも導入しやすい。
中小企業がデザインに取り組むことを支援する

サービスも、官民を問わず増えている。例えば、
東京都の産業労働局は中小企業のデザイン活動を
支援するメニューを複数用意しているし、東京都
中小企業振興公社はデザイン経営支援事業を実施
している。大阪府には㈱アシストも利用した大阪
府産業デザインセンターだけではなく、一般財団
法人大阪デザインセンターもある。

これらの支援機関には、中小企業とデザイナー
をマッチングするサービスを行っているものもあ
る。また、費用はかかるが、クラウドソーシング
や人材紹介サービスなどインターネット上でデザ
イナーと中小企業のマッチングを支援するサービ
スもある。こうしたサービスを利用すれば、自社
に合うデザイナーを探すことが容易になる。

㈱薫寿堂の福永会長が言うように、デザインは
コストではなく、顧客を獲得するための投資であ
る。顧客に必要とされる企業であり続けたいなら
ば、デザインに力を入れるべきだろう。
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